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は
じ
め
に

　
イ
ギ
リ
ス
に
よ
る
イ
ン
ド
の
植
民
地
化
は
、
一
八
世
紀
後
半
に
急

速
に
展
開
し
た
。
こ
の
植
民
地
化
に
つ
い
て
重
要
な
点
は
、
国
王
や

政
府
と
い
っ
た
国
家
で
は
な
く
、
東
イ
ン
ド
会
社
と
い
う
ひ
と
つ
の

特
権
商
業
会
社
に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
イ
ギ
リ

ス
史
に
お
け
る
一
八
世
紀
後
半
の
「
イ
ン
ド
問
題
」( East India 

affair, India problem
)

が
経
済
史
を
中
心
と
し
た
東
イ
ン
ド
会

社
研
究
を
中
心
に
検
討
さ
れ
て
き
た
の
は
、
こ
の
こ
と
が
ひ
と
つ
の

要
因
で
あ
ろ
う
（
１
）

。
特
許
状
に
基
づ
い
て
活
動
す
る
東
イ
ン
ド
会
社

は
、
実
際
イ
ン
ド
に
お
い
て
イ
ギ
リ
ス
と
い
う
国
家
を
代
表
す
る
存

在
で
あ
っ
た
が
、同
時
期
イ
ギ
リ
ス
国
内
に
お
け
る
「
イ
ン
ド
問
題
」

が
あ
く
ま
で
「
東
イ
ン
ド
会
社
問
題
」( E

ast India C
om

pany’s 
affair)

と
し
て
扱
わ
れ
て
い
た
こ
と
は
、
十
分
に
留
意
せ
ね
ば
な

ら
な
い
。
少
な
く
と
も
一
七
七
〇
年
代
初
め
ま
で
の
イ
ギ
リ
ス
政
府

は
、
国
内
に
お
け
る
イ
ン
ド
問
題
を
処
理
す
る
に
あ
た
り
、
意
図
的

に
東
イ
ン
ド
会
社
問
題
と
し
て
対
応
し
た
（
２
）
。
そ
れ
ゆ
え
、
イ
ギ
リ
ス

の
イ
ン
ド
政
策
は
、一
七
八
〇
年
代
の
イ
ギ
リ
ス
国
内
に
お
け
る「
イ
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ン
ド
問
題
」
の
転
換
以
後
に
、
本
格
的
に
は
じ
ま
っ
た
と
い
え
る
だ

ろ
う
。

　
一
八
世
紀
末
の
イ
ギ
リ
ス
は
、
国
家
と
し
て
ア
メ
リ
カ
独
立
戦
争

に
よ
る
戦
後
の
社
会
・
経
済
的
復
興
を
目
指
す
な
か
、
帝
国
の
再
編

を
も
迫
ら
れ
て
い
た
。
帝
国
に
安
定
を
も
た
ら
し
た
契
機
の
ひ
と

つ
は
、
一
七
八
四
年
に
制
定
さ
れ
た
ピ
ッ
ト
の
イ
ン
ド
法( Pitt’s 

India Act, 1784)

で
あ
っ
た
（
３
）
。
こ
の
イ
ン
ド
法
制
定
こ
そ
、
一
八

世
紀
後
半
イ
ギ
リ
ス
の
イ
ン
ド
問
題
に
つ
い
て
既
存
研
究
が
、
ひ
と

つ
の
到
達
点
と
し
た
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
ゆ
え
、
イ
ン
ド
法
制
定
以

降
の
一
七
八
〇
年
代
後
半
か
ら
九
〇
年
代
に
つ
い
て
の
イ
ン
ド
問
題

は
看
過
さ
れ
て
き
た
（
４
）

。
近
年
で
も
盛
ん
な
東
イ
ン
ド
会
社
研
究
は
、

内
包
す
る
テ
ー
マ
の
多
様
化
が
進
ん
で
い
る
点
は
高
く
評
価
で
き
る

が
、
依
然
と
し
て
経
済
史
が
中
心
で
あ
り
、
イ
ギ
リ
ス
の
イ
ン
ド
へ

の
自
由
貿
易
が
本
格
化
す
る
一
八
〇
〇
年
以
降
を
主
対
象
と
し
て
き

た
（
５
）

。
ま
た
過
去
数
十
年
の
間
に
隆
盛
し
定
番
化
し
た
帝
国
史
に
お
い

て
は
、
一
七
七
〇
年
代
か
ら
九
〇
年
代
は
、
イ
ギ
リ
ス
帝
国
最
盛
期

の
前
史
と
し
て
扱
わ
れ
る
。
そ
の
う
え
現
在
の
帝
国
史
研
究
は
、
政

治
史
的
な
考
察
よ
り
も
社
会
史
お
よ
び
文
化
史
に
重
点
が
置
か
れ
て

い
る
。
こ
の
よ
う
な
動
向
に
お
い
て
、
一
七
八
〇
年
代
・
九
〇
年
代

イ
ギ
リ
ス
の
イ
ン
ド
政
策
は
十
分
な
考
察
な
い
し
再
検
討
の
な
さ
れ

な
い
ま
ま
解
釈
さ
れ
て
き
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

　
イ
ン
ド
法
の
も
っ
と
も
重
要
な
成
果
の
ひ
と
つ
は
、
政
府
の
イ

ン
ド
担
当
部
局( Board of Com

m
issioners for the Affairs of 

India, 

略
称Board of Control, 

以
下BO

C
)

の
設
立
で
あ
り
、

こ
れ
を
拠
点
に
小
ピ
ッ
ト
政
権
は
イ
ン
ド
政
策
を
推
進
し
た
（
６
）
。
そ
の

中
心
人
物
ヘ
ン
リ
・
ダ
ン
ダ
ス( H

enry D
undas, 1

st V
iscount 

M
elville, 1742-1811)

は
、
一
八
世
紀
末
に
お
け
る
ス
コ
ッ
ト
ラ

ン
ド
政
治
の
最
も
影
響
力
あ
る
人
物
の
一
人
で
、Ｂ
Ｏ
Ｃ
に
君
臨
し
、

同
時
期
イ
ン
ド
政
策
を
独
裁
的
に
推
進
し
た
と
さ
れ
て
き
た
（
７
）
。
し
か

し
、
彼
が
君
臨
し
た
と
さ
れ
る
小
ピ
ッ
ト
政
権
初
期
の
イ
ン
ド
政
策

に
つ
い
て
は
、
既
存
研
究
で
は
十
分
検
討
さ
れ
て
き
た
と
は
い
え
な

い
。
そ
こ
で
本
稿
は
、
イ
ン
ド
法
制
定
前
後
の
一
七
八
〇
年
代
後
半

か
ら
一
七
九
〇
年
代
に
焦
点
を
絞
り
、
国
内
政
治
史
の
視
点
か
ら
再

考
し
、
当
該
期
の
イ
ギ
リ
ス
に
お
い
て
、
狭
義
の
イ
ン
ド
問
題
と
し

て
の
「
東
イ
ン
ド
会
社
問
題
」
が
、
よ
り
広
義
の
「
イ
ン
ド
問
題
」

へ
と
展
開
し
て
ゆ
く
こ
と
を
確
認
す
る
。
そ
の
う
え
で
、
小
ピ
ッ
ト

政
権
で
イ
ン
ド
問
題
を
一
手
に
担
っ
た
と
さ
れ
る
ダ
ン
ダ
ス
を
中
心

に
、
Ｂ
Ｏ
Ｃ
運
営
と
ダ
ン
ダ
ス
の
活
動
を
実
証
的
に
検
討
す
る
。
そ

の
な
か
で
、
イ
ン
ド
政
策
に
お
け
る
ダ
ン
ダ
ス
の
影
響
力
が
過
大
視

さ
れ
て
き
た
こ
と
で
等
閑
視
さ
れ
て
き
た
ダ
ン
ダ
ス
以
外
の
Ｂ
Ｏ
Ｃ

委
員
の
活
動
が
み
え
て
く
る
だ
ろ
う
。
さ
ら
に
、
当
該
期
の
ダ
ン
ダ

ス
に
よ
る
イ
ン
ド
政
策
に
関
す
る
本
来
の
活
動
と
そ
の
意
図
が
み
え

て
く
る
で
あ
ろ
う
。

　
以
下
本
稿
は
、
最
初
に
一
八
世
紀
後
半
の
イ
ギ
リ
ス
政
界
で
ど
の
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よ
う
に
イ
ン
ド
問
題
が
展
開
し
て
い
っ
た
の
か
概
観
す
る
。
次
に
、

小
ピ
ッ
ト
政
権
の
イ
ン
ド
政
策
に
対
し
同
時
代
人
が
ど
の
よ
う
に
認

識
し
て
い
た
の
か
検
討
す
る
。
そ
の
た
め
に
、
下
院
で
の
イ
ン
ド
関

連
議
事
で
の
発
言
や
議
論
、
そ
の
展
開
を
主
に
議
会
史
料
を
用
い
て

考
察
し
て
ゆ
く
。
さ
ら
に
、
下
院
で
本
格
的
に
議
論
さ
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
イ
ン
ド
関
連
議
事
な
ど
に
つ
い
て
、
同
じ
く
当
時
発
展
し
は

じ
め
た
新
聞
等
の
メ
デ
ィ
ア
を
用
い
て
議
会
外
の
認
識
に
つ
い
て
も

確
認
し
て
ゆ
く
。
そ
の
た
め
の
史
料
は
、
主
に
オ
ン
ラ
イ
ン
・
デ
ー

タ
ベ
ー
ス
を
用
い
た
。
つ
づ
い
て
イ
ン
ド
政
策
の
推
進
母
体
と
な
っ

た
Ｂ
Ｏ
Ｃ
の
運
営
や
委
員
の
活
動
を
検
討
す
る
こ
と
で
、
小
ピ
ッ
ト

政
権
の
イ
ン
ド
政
策
に
実
証
的
に
迫
り
た
い
。

一
　
一
八
世
紀
後
半
イ
ギ
リ
ス
政
界
に
お
け
る
イ
ン
ド
問
題
の
展
開

　
一
八
世
紀
後
半
の
イ
ギ
リ
ス
政
界
は
、
国
王
ジ
ョ
ー
ジ
三
世
が
即

位
し
た
一
七
六
〇
年
か
ら
相
次
ぐ
政
権
交
代
を
経
験
し
、
一
七
六
三

年
に
終
結
し
た
七
年
戦
争
の
戦
後
経
済
復
興
に
お
わ
れ
、
き
わ
め
て

不
安
定
な
時
期
を
迎
え
て
い
た
。
戦
後
の
経
済
・
社
会
的
不
安
は
東

イ
ン
ド
会
社
に
も
影
響
し
、
東
イ
ン
ド
会
社
の
国
家
と
の
関
係
、
イ

ン
ド
で
の
活
動
、
社
員
の
ふ
る
ま
い
な
ど
は
、
政
治
家
と
イ
ギ
リ

ス
公
衆
の
監
督
の
対
象
と
な
っ
て
い
っ
た
。
七
年
戦
争
を
指
揮
し
、

一
七
六
六
年
か
ら
六
八
年
に
首
相
の
任
に
あ
っ
た
ウ
ィ
リ
ア
ム
・

ピ
ッ
ト( W

illiam
 Pitt, the Elder, 1

st Earl of Chatham
, 1708-

78)

は
、
東
イ
ン
ド
会
社
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
る
「
イ
ン
ド
の
富
」

( the w
ealth of India)

を
「
国
家
の
救
済
」( the redem

ption 
of a nation)

と
捉
え
、
イ
ン
ド
で
獲
得
さ
れ
る
領
土
や
そ
の
収
入

は
、
東
イ
ン
ド
会
社
で
は
な
く
国
王
の
権
利
に
属
す
る
と
し
た
（
８
）

。
こ

う
し
た
イ
ン
ド
の
富
の
国
家
へ
の
位
置
づ
け
は
、
初
期
の
議
会
調
査

の
在
り
方
に
決
定
的
な
影
響
を
与
え
た
。

　
イ
ギ
リ
ス
政
府
は
、
一
七
六
六
年
に
会
社
の
経
営
問
題
へ
介
入
す

る
最
初
の
試
み
を
行
っ
た
（
９
）

。
一
七
六
六
年
四
月
頃
か
ら
一
部
の
政
治

家
の
間
で
、
東
イ
ン
ド
会
社
問
題
を
議
会
で
議
論
す
べ
き
だ
と
す
る

意
見
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
同
八
月
に
は
イ
ン
ド
問
題
を
議

会
に
持
ち
込
む
べ
き
と
す
る
会
社
へ
の
警
告
が
政
府
か
ら
発
さ
れ

た（
（1
（

。
翌
年
イ
ギ
リ
ス
議
会
に
は
じ
め
て
イ
ン
ド
問
題
の
調
査
委
員
会

が
設
置
さ
れ
た（
（1
（

。
同
委
員
会
は
、
一
七
八
四
年
ピ
ッ
ト
の
イ
ン
ド
法

制
定
へ
む
か
う
一
連
の
流
れ
に
お
い
て
、
イ
ギ
リ
ス
政
府
及
び
議
会

に
よ
る
イ
ン
ド
問
題
干
渉
と
い
う
意
味
で
最
初
の
動
き
で
あ
っ
た
と

い
え
る
だ
ろ
う
。
こ
れ
ら
の
動
き
に
お
い
て
強
調
す
べ
き
は
、
東
イ

ン
ド
会
社
の
イ
ン
ド
領
土
支
配
に
と
も
な
う
潜
在
的
な
富
へ
の
渇

望
が
、
も
っ
と
も
強
力
な
動
機
と
な
っ
て
い
た
と
い
う
点
で
あ
ろ

う
。
と
い
う
の
は
、
一
七
六
七
年
の
議
会
調
査
は
、
会
社
の
イ
ン
ド

で
の
領
土
収
入
を
、
政
府
が
と
も
に
享
受
す
る
た
め
の
も
の
で
あ
っ

た（
（1
（

。
ま
た
、
背
景
と
し
て
当
時
の
イ
ギ
リ
ス
社
会
の
な
か
に
、
ネ
イ
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ボ
ッ
ブ
（「
イ
ン
ド
成
金
」）
へ
の
妬
み
と
嫌
悪
、
在
イ
ン
ド
社
員
に

対
す
る
会
社
の
統
制
不
備
へ
の
不
安
な
ど
が
あ
ら
わ
れ
て
き
て
い
た

こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る（
（1
（

。
一
七
六
〇
年
代
か
ら
七
〇
年
代
の
イ
ギ
リ
ス

社
会
で
は
、
東
イ
ン
ド
会
社
社
員
の
不
正
蓄
財
へ
の
注
目
が
非
常
な

高
ま
り
を
み
せ
た
。
一
八
世
紀
を
通
じ
て
、
モ
ラ
ル
や
マ
ナ
ー
の
改

善
・
向
上
は
国
家
的
関
心
事
で
あ
り（
（1
（

、
国
庫
の
新
た
な
源
泉
と
し
て

期
待
さ
れ
る
イ
ン
ド
か
ら
「
不
正
に
」
蓄
財
す
る
東
イ
ン
ド
会
社
社

員
は
、
イ
ギ
リ
ス
国
民
に
と
っ
て
激
し
い
批
判
の
対
象
と
な
っ
た（
（1
（

。

さ
ら
に
本
国
へ
戻
っ
て
東
イ
ン
ド
会
社
の
役
員( director)

や
下
院

議
員
に
な
っ
た
り
、
土
地
購
入
を
し
た
り
す
る
よ
う
な
ネ
イ
ボ
ッ
ブ

と
呼
ば
れ
る
存
在
は
そ
の
腐
敗
の
象
徴
で
も
あ
っ
た
。
一
七
七
二
年

の
信
用
危
機
は
、
東
イ
ン
ド
会
社
の
イ
ン
ド
に
お
け
る
活
動
に
対
す

る
さ
ら
な
る
不
安
を
呼
び
起
こ
し
た（
（1
（

。
一
七
七
二
年
か
ら
七
三
年

の
新
た
な
調
査
委
員
会
は
、
会
社
の
財
政
問
題
だ
け
で
な
く
腐
敗

( corruption)

や
不
正( abuse)

の
調
査
に
ま
で
踏
み
込
む
も
の
と

な
っ
た
。
一
七
七
二
年
四
月
、
調
査
委
員
会( Burgoyne’s Select 

Com
m

ittee)

は
、
と
く
に
プ
ラ
ッ
シ
ー
の
戦
い
の
功
績
か
ら
社
内

で
影
響
力
を
増
し
て
い
た
ロ
バ
ー
ト
・
ク
ラ
イ
ヴ( Robert Clive, 

Baron Clive of Plassey, 1725-74)

の
関
与
す
る
不
正
を
主
な

調
査
対
象
と
し
た（
（1
（

。

　
以
上
の
よ
う
な
い
く
つ
か
の
調
査
委
員
会
を
経
て
進
展
し
て
き
た

イ
ン
ド
問
題
に
取
り
組
ん
だ
の
は
、
ノ
ー
ス
政
権(

一
七
七
〇
年
一

月
‐
八
二
年
三
月)

で
あ
っ
た
。
一
七
七
〇
年
代
に
お
け
る
イ
ギ
リ

ス
公
衆
の
イ
ン
ド
問
題
に
つ
い
て
の
中
心
的
関
心
は
、
東
イ
ン
ド
会

社
の
イ
ン
ド
で
の
腐
敗
や
悪
政( m

isrule)

で
あ
っ
た
が
、
ノ
ー
ス

政
権
は
、
東
イ
ン
ド
会
社
の
財
政
的
弱
点
を
切
り
口
と
し
た
。
そ

れ
は
、
東
イ
ン
ド
会
社
に
よ
る
一
七
七
二
年
夏
の
政
府
へ
の
財
政

的
支
援
要
請
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
会
社
の
財
政
破
た
ん
危
機
が

介
入
の
直
接
的
契
機
と
な
っ
て
い
た
こ
と
も
一
因
と
な
っ
て
い
た
。

政
府
に
よ
る
会
社
へ
の
財
政
的
支
援
は
、
会
社
の
経
営
構
造
と
イ

ン
ド
行
政
双
方
に
対
す
る
改
革
を
東
イ
ン
ド
会
社
が
受
け
入
れ
る

こ
と
を
前
提
と
し
て
行
わ
れ
た
。
一
七
七
三
年
に
イ
ン
ド
規
制
法

( N
orth’s R

egulating Act, 1773
)

（
（1
（

 

と
と
も
に
融
資
法( Loan 

Act, 1773)

（
（1
（

と
茶
法
（Tea Act, 1773)

（
（2
（

が
制
定
さ
れ
て
お
り
、

こ
れ
ら
の
法
に
よ
っ
て
政
府
は
会
社
に
一
四
〇
万
ポ
ン
ド
の
融
資
を

行
っ
た
。
デ
ィ
ワ
ー
ニ
（
徴
税
権
）
獲
得
以
来
イ
ン
ド
か
ら
の
収
入

に
対
す
る
過
度
の
期
待
に
よ
っ
て
、
東
イ
ン
ド
会
社
の
株
主
配
当
は

一
七
七
一
年
三
月
ま
で
に
一
二
・
五
パ
ー
セ
ン
ト
に
ま
で
引
き
上
げ

ら
れ
て
い
た
が
、
同
法
に
よ
っ
て
配
当
は
六
％
に
、
社
債
利
子
は

七
％
に
債
務
返
済
ま
で
固
定
さ
れ
た（
（2
（

。
ノ
ー
ス
政
権
が
イ
ン
ド
規
制

法
と
と
も
に
制
定
し
た
茶
法
は
、
ア
メ
リ
カ
植
民
地
で
の
茶
の
販
売

を
東
イ
ン
ド
会
社
に
独
占
さ
せ
る
こ
と
で
、
国
民
が
安
価
な
茶
を
購

入
で
き
る
よ
う
に
し
、
密
輸
の
対
応
策
と
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
し

か
し
一
七
七
三
年
一
二
月
の
ボ
ス
ト
ン
茶
会
事
件
で
も
知
ら
れ
る
よ
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う
に
、
茶
法
は
ア
メ
リ
カ
植
民
地
の
反
発
の
対
象
と
な
っ
た
。
ア
メ

リ
カ
植
民
地
と
の
抗
争
が
激
化
し
、
ア
メ
リ
カ
植
民
地
問
題
の
対
応

に
お
わ
れ
た
ノ
ー
ス
政
権
は
、
イ
ン
ド
規
制
法
の
欠
点
を
自
覚
し
な

が
ら
も
有
効
な
処
方
を
施
す
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た（
（2
（

。
一
二
年
に
わ

た
り
政
権
を
維
持
し
た
ノ
ー
ス
政
権
が
終
焉
す
る
と
、
イ
ギ
リ
ス
政

治
は
再
び
相
次
ぐ
政
権
交
代
を
経
験
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
ノ
ー
ス
政
権
崩
壊
後
の
イ
ギ
リ
ス
政
治
は
、
次
世
代
を
担
う
フ

ォ
ッ
ク
ス( Charles Jam

es Fox, 1749-1806)

と
小
ピ
ッ
ト

( W
illiam

 Pitt, the Younger, 1759-1806)

の
そ
れ
ぞ
れ
を
中

心
と
し
た
グ
ル
ー
プ
が
、と
も
に
イ
ン
ド
法
制
定
に
意
欲
を
示
し
た
。

小
ピ
ッ
ト
の
片
腕
ヘ
ン
リ
・
ダ
ン
ダ
ス
は
、
一
七
八
一
年
四
月
に
イ

ン
ド
の
カ
ー
ナ
テ
ィ
ッ
ク
戦
争
に
関
す
る
調
査
委
員
会
で
委
員
長
を

務
め
た
経
験
を
活
か
し
、
イ
ギ
リ
ス
政
界
で
は
イ
ン
ド
に
精
通
し
た

人
物
と
し
て
頭
角
を
現
し
始
め
て
い
た
。
因
み
に
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン

ド
法
曹
界
か
ら
中
央
政
界
に
入
っ
て
す
ぐ
に
下
院
に
お
け
る
雄
弁
家

と
し
て
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
ダ
ン
ダ
ス
は
、
生
涯
で
い
く
つ
も

の
重
要
な
下
院
演
説
を
残
し
て
い
る
が
、
後
に
ダ
ン
ダ
ス
自
身
が
、

彼
の
議
会
演
説
の
う
ち
最
上
の
演
説
と
自
負
し
た
の
は
、
一
七
八
三

年
一
二
月
一
日
の
フ
ォ
ッ
ク
ス
の
イ
ン
ド
法
案
に
関
す
る
演
説
で
あ

っ
た（
（2
（

。
こ
の
こ
と
は
、
ダ
ン
ダ
ス
の
政
治
家
と
し
て
の
キ
ャ
リ
ア
に

お
い
て
イ
ン
ド
問
題
へ
の
関
与
が
い
か
に
重
要
で
あ
っ
た
の
か
示
唆

し
て
い
る
。
ダ
ン
ダ
ス
の
イ
ン
ド
法
案
は
一
七
八
三
年
四
月
に
提
出

さ
れ
る
も
、
フ
ォ
ッ
ク
ス
・
ノ
ー
ス
連
立
政
権
は
フ
ォ
ッ
ク
ス
と
バ

ー
ク( Edm

und Burke, 1729-97)

を
中
心
に
イ
ン
ド
法
制
定
に

注
力
し
て
お
り
、
反
政
府
派
に
属
し
た
ダ
ン
ダ
ス
の
法
案
は
廃
案
と

な
っ
た
。
し
か
し
、
与
党
法
案
で
あ
っ
た
一
七
八
三
年
一
一
月
の
フ

ォ
ッ
ク
ス
の
イ
ン
ド
法
案
も
ま
た
一
二
月
八
日
に
下
院
を
通
過
し

た
も
の
の（
（2
（

、
国
王
の
介
入
を
う
け
て
一
二
月
一
七
日
に
上
院
で
否

決
さ
れ
た（
（2
（

。
イ
ン
ド
法
案
否
決
の
翌
日
ポ
ー
ト
ラ
ン
ド( W

illiam
 

H
enry Cavendish-B

entinck, 3
rd D

uke of Portland, 1738-
1809)

を
は
じ
め
と
す
る
閣
僚
ら
は
更
迭
さ
れ
、
一
九
日
に
は
小
ピ

ッ
ト
が
首
相
に
任
ぜ
ら
れ
た
。
小
ピ
ッ
ト
政
権
は
、
先
の
ダ
ン
ダ
ス

法
案
を
土
台
に
し
た
イ
ン
ド
法
案
を
一
七
八
四
年
一
月
に
提
出
す
る

も
、
下
院
で
過
半
数
を
占
め
て
い
な
か
っ
た
た
め
否
決
さ
れ
た
。
そ

の
後
三
月
の
解
散
と
総
選
挙
で
の
勝
利
を
経
て
、
小
ピ
ッ
ト
政
権
は

八
月
に
よ
う
や
く
イ
ン
ド
法
の
制
定
に
至
っ
た
。

　
以
上
の
よ
う
な
ノ
ー
ス
政
権
終
焉
の
一
七
八
二
年
春
か
ら
小
ピ
ッ

ト
政
権
成
立
と
そ
の
後
の
政
権
強
化
に
至
る
八
四
年
春
ま
で
の
国
制

上
の
危
機
に
お
い
て
、
イ
ン
ド
問
題
は
政
権
交
代
に
か
ら
む
ほ
ど
に

イ
ギ
リ
ス
政
治
に
お
い
て
重
要
な
案
件
の
ひ
と
つ
と
な
っ
て
い
た
。

こ
の
過
程
に
お
い
て
、「
東
イ
ン
ド
会
社
問
題
」
と
い
う
枠
に
収
ま

り
き
ら
な
い
イ
ン
ド
統
治
の
問
題
が
、
イ
ギ
リ
ス
政
治
に
そ
の
対
応

を
せ
ま
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
同
時
期
の
政
界
に
お
け
る
大
問
題
で

あ
っ
た
「
国
王
の
影
響
力
」
を
思
い
起
こ
せ
ば
、
先
に
ふ
れ
た
国
王
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の
フ
ォ
ッ
ク
ス
の
イ
ン
ド
法
案
へ
の
介
入
の
事
例
が
、
た
ん
な
る
エ

ピ
ソ
ー
ド
で
は
な
い
こ
と
が
見
え
て
く
る
だ
ろ
う
。
小
ピ
ッ
ト
お
よ

び
ダ
ン
ダ
ス
は
イ
ン
ド
法
の
な
か
で
国
王
の
Ｂ
Ｏ
Ｃ
任
命
権
を
規
定

し
た
が
、
こ
の
こ
と
は
既
存
研
究
に
お
い
て
は
ほ
と
ん
ど
強
調
さ
れ

て
こ
な
か
っ
た
。
イ
ン
ド
法
制
定
後
の
小
ピ
ッ
ト
政
権
の
イ
ン
ド
政

策
遂
行
に
あ
た
っ
て
、
国
王
の
意
向
や
権
限
へ
の
配
慮
は
、
小
さ
か

ら
ぬ
意
味
を
有
し
た
。
こ
の
点
は
、
当
該
期
の
イ
ン
ド
問
題
を
イ
ギ

リ
ス
政
治
史
の
文
脈
で
理
解
し
よ
う
と
す
る
際
に
は
留
意
せ
ね
ば
な

ら
な
い
だ
ろ
う
。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
イ
ン
ド
問
題
の
展
開
の
な

か
で
み
ら
れ
た
国
王
の
影
響
力
や
、
モ
ラ
ル
と
い
っ
た
当
時
の
イ
ギ

リ
ス
国
政
上
の
諸
問
題
は
、
イ
ン
ド
法
制
定
後
の
一
七
八
〇
年
代
後

半
か
ら
九
〇
年
代
に
お
い
て
も
依
然
と
し
て
イ
ン
ド
政
策
の
重
要
な

核
で
あ
っ
た
。

二
　
イ
ン
ド
政
策
に
対
す
る
同
時
代
認
識

（
一
）　
代
表
的
発
言
者
と
し
て
の
ダ
ン
ダ
ス

　
イ
ン
ド
法
は
、「
枢
密
院
の
六
名
以
内
の
者
が
イ
ン
ド
の
問
題
を

処
理
す
る
た
め
委
員( com

m
issioner)

と
し
て
任
命
さ
れ
指
名
さ

れ
、
そ
の
う
ち
二
名
は
国
務
大
臣( Secretary of State)

と
大
蔵

大
臣( Chancellor of the Exchequer)

と
す
る
」
と
い
う
第
一

条
か
ら
は
じ
ま
り（
（2
（

、
続
く
第
二
条
・
第
三
条
に
お
い
て
こ
の
委
員
が

「
イ
ン
ド
問
題
担
当
委
員
会
」（
以
下
Ｂ
Ｏ
Ｃ
）
を
構
成
し
、
東
イ
ン

ド
に
お
け
る
イ
ギ
リ
ス
の
領
土
お
よ
び
、
そ
こ
で
貿
易
し
て
い
る
商

人
た
ち
の
合
同
会
社
〔
東
イ
ン
ド
会
社(

筆
者
注)

〕
に
対
す
る
監

督
、
管
理
を
執
り
行
う
権
利
が
付
与
さ
れ
る
」
と
規
定
す
る
。
さ
ら

に
第
六
条
に
お
い
て
Ｂ
Ｏ
Ｃ
に
「
イ
ン
ド
に
お
け
る
イ
ギ
リ
ス
の
領

土
の
民
事
・
軍
事
・
歳
入
に
関
す
る
す
べ
て
の
法
、
運
営
、
事
業
を

監
督
し
、
指
図
し
、
管
理
す
る
権
限
が
付
与
さ
れ
る
」
と
し
て
い

る
。
こ
の
よ
う
に
イ
ン
ド
法
は
、
イ
ン
ド
問
題
担
当
部
局
と
し
て
の

Ｂ
Ｏ
Ｃ
設
置
を
そ
の
も
っ
と
も
重
要
な
特
徴
の
ひ
と
つ
と
し
た（
（2
（

。
以

下
で
は
、
小
ピ
ッ
ト
政
権
の
イ
ン
ド
政
策
の
核
と
な
っ
た
Ｂ
Ｏ
Ｃ
の

運
営
を
検
討
し
て
ゆ
く
。
既
存
研
究
に
お
い
て
、
小
ピ
ッ
ト
政
権
の

イ
ン
ド
政
策
は
、
ダ
ン
ダ
ス
が
独
裁
的
に
行
っ
て
き
た
か
の
よ
う
に

描
か
れ
て
き
た（
（2
（

。
と
く
に
ダ
ン
ダ
ス
の
簡
略
的
な
紹
介
は
、
Ｂ
Ｏ
Ｃ

の
長
官( President)

と
し
て
イ
ン
ド
政
策
で
絶
対
的
権
限
を
握
っ

て
い
た
人
物
と
い
う
印
象
を
受
け
る
こ
と
が
多
い（
（2
（

。
し
か
し
、
ダ
ン

ダ
ス
は
当
初
は
数
名
の
委
員
の
う
ち
の
一
人
に
す
ぎ
ず
、
実
際
に
長

官
と
な
る
の
は
一
七
九
三
年
六
月
の
こ
と
で
あ
る（
（3
（

。
本
節
で
は
、
ま

ず
小
ピ
ッ
ト
政
権
の
イ
ン
ド
政
策
に
対
す
る
同
時
代
人
の
認
識
を
確

認
し
、
そ
の
う
え
で
次
節
に
お
い
て
ダ
ン
ダ
ス
が
長
官
に
就
任
す
る

一
七
九
三
年
ま
で
の
Ｂ
Ｏ
Ｃ
運
営
を
検
討
し
て
ゆ
く
。

　
イ
ン
ド
法
に
よ
っ
て
Ｂ
Ｏ
Ｃ
が
設
置
さ
れ
る
と
、
長
官
に
シ
ド
ニ
ー

（T
hom

as T
ow

nshend, 1
st V

iscount Sydney, 1733-
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1800)
（
（3
（

、
そ
の
ほ
か
、
小
ピ
ッ
ト
と
ダ
ン
ダ
ス
、
グ
レ
ン
ヴ
ィ
ル

( W
illiam

 W
yndham

 G
renville, B

aron G
renville, 1759-

1834)

（
（3
（

、
マ
ル
グ
レ
イ
ヴ( Constantine John Phipps, 2

nd 
B

aron M
ulgrave in the peerage of Ireland and B

aron 
M

ulgrave in the peerage of G
reat Britain, 1744-92)

（
（3
（

、
ウ

ォ
ル
シ
ン
ガ
ム( Thom

as de G
rey, 2

nd Baron W
alsingham

, 
1748-1818)

（
（3
（

が
委
員
と
な
っ
た
。
設
立
当
初
の
長
官
職
は
シ
ニ
ア

メ
ン
バ
ー
か
ら
任
命
さ
れ
、
キ
ャ
ス
テ
ィ
ン
グ
・
ボ
ー
ト
は
有
し
て

い
た
も
の
の
他
の
委
員
に
優
越
す
る
特
別
な
権
限
は
な
く
、
他
の
委

員
と
同
じ
く
無
給
で
あ
っ
た（
（3
（

。
こ
う
し
た
長
官
職
の
規
定
は
と
く
に

変
更
な
く
一
七
九
〇
年
三
月
か
ら
グ
レ
ン
ヴ
ィ
ル
が
務
め
、
有
給
職

へ
と
改
変
し
た
一
七
九
三
年
六
月
以
降
に
ダ
ン
ダ
ス
が
務
め
る
こ
と

に
な
る
。
し
か
し
Ｂ
Ｏ
Ｃ
設
立
当
初
か
ら
、
ダ
ン
ダ
ス
が
Ｂ
Ｏ
Ｃ
内

部
お
よ
び
政
府
の
イ
ン
ド
問
題
に
お
い
て
絶
対
的
影
響
力
を
有
し
て

い
る
と
い
う
こ
と
は
周
知
の
事
実
で
あ
る
、
と
イ
ン
ド
問
題
に
熱
心

に
取
り
組
ん
だ
政
治
家
バ
ー
ク
は
強
く
主
張
し
て
い
た（
（3
（

。

　
当
時
フ
ォ
ッ
ク
ス
派
に
属
し
て
い
た
バ
ー
ク
が
、
野
党
と
し
て
ダ

ン
ダ
ス
批
判
を
行
う
の
は
十
分
考
え
ら
れ
た
。
で
は
、
彼
以
外
の
同

時
代
人
に
と
っ
て
ダ
ン
ダ
ス
は
ど
の
よ
う
に
認
識
さ
れ
て
い
た
の
で

あ
ろ
う
か
。
ま
ず
議
会
に
つ
い
て
確
認
し
て
ゆ
こ
う
。
一
七
八
四
年

か
ら
八
五
年
頃
に
つ
い
て
下
院
発
言
を
み
て
ゆ
く
と
、
イ
ン
ド
政
策

に
つ
い
て
の
政
府
側
の
主
要
発
言
者
は
小
ピ
ッ
ト
で
あ
っ
た
。
こ

れ
に
は
、
一
七
八
三
年
一
二
月
に
小
ピ
ッ
ト
政
権
が
発
足
し
て
以

来
、
野
党
は
、
国
王
の
フ
ォ
ッ
ク
ス
法
案
へ
の
介
入
や
そ
れ
に
続
く

新
政
権
の
正
当
性
に
疑
義
を
呈
し
て
お
り
、
八
四
年
三
月
の
解
散
に

至
る
ま
で
し
ば
し
ば
不
信
任
の
意
を
表
し
て
い
た
。
こ
う
し
た
野
党

の
攻
撃
に
対
応
す
る
な
か
で
、
小
ピ
ッ
ト
自
身
が
イ
ン
ド
問
題
に
関

し
て
直
接
発
言
す
る
こ
と
は
自
然
に
思
わ
れ
る
。
一
七
八
五
年
か
ら

八
六
年
頃
に
な
る
と
、
す
で
に
法
案
の
土
台
を
つ
く
り
イ
ン
ド
問
題

に
精
通
し
た
人
物
と
し
て
知
ら
れ
て
い
た
ダ
ン
ダ
ス
が
、
徐
々
に
小

ピ
ッ
ト
に
代
わ
っ
て
下
院
に
お
け
る
イ
ン
ド
問
題
の
代
表
的
発
言
者

と
し
て
あ
ら
わ
れ
て
く
る
。
こ
う
し
た
小
ピ
ッ
ト
か
ら
ダ
ン
ダ
ス
へ

の
イ
ン
ド
問
題
の
代
表
的
発
言
者
の
移
行
は
、
当
時
の
報
道
か
ら
も

読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。
一
七
八
四
年
一
〇
月
一
九
日
付
の
ロ
ン

ド
ン
で
発
行
さ
れ
た
新
聞
は
、
イ
ン
ド
問
題
に
つ
い
て
の
議
会
議
事

の
中
で
「
強
奪
者( U

surper)

」
と
「
職
務
怠
慢( D

elinquent)

」

と
い
う
語
が
ヘ
ー
ス
テ
ィ
ン
グ
ズ( W

arren H
astings, 1732-

1818)

に
あ
て
ら
れ
た
と
い
う
記
事
を
掲
載
し（
（3
（

、
そ
の
記
事
の
中

で
、
と
り
わ
け
ダ
ン
ダ
ス
が
職
務
怠
慢
を
強
調
し
て
い
た
と
し
て
彼

の
発
言
を
引
用
し
た
。
同
記
事
は
下
院
で
の
イ
ン
ド
問
題
議
事
に
お

け
る
ダ
ン
ダ
ス
の
存
在
感
を
感
じ
さ
せ
る（
（3
（

。
同
じ
く
ロ
ン
ド
ン
で
発

行
さ
れ
た
一
七
八
七
年
四
月
二
四
日
付
の
新
聞
は
、
下
院
で
の
イ
ン

ド
予
算( India budget)

と
よ
ば
れ
る
イ
ン
ド
問
題
の
財
政
面
に

関
す
る
議
題
に
つ
い
て
、
Ｂ
Ｏ
Ｃ
委
員
と
し
て
ダ
ン
ダ
ス
が
積
極
的
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に
発
言
す
る
様
を
描
写
す
る
一
方
で
、
小
ピ
ッ
ト
が
討
論
の
最
中
ほ

と
ん
ど
発
言
し
な
か
っ
た
と
報
じ
て
い
る（
（3
（

。
新
聞
の
よ
う
な
メ
デ
ィ

ア
が
当
時
急
速
に
発
達
し
つ
つ
あ
っ
た
こ
と
を
考
慮
す
る
と
、
議
会

で
イ
ン
ド
問
題
の
精
通
者
と
し
て
Ｂ
Ｏ
Ｃ
の
代
表
的
発
言
者
と
な
っ

た
ダ
ン
ダ
ス
の
様
子
が
、
こ
う
し
た
新
聞
報
道
な
ど
を
通
じ
て
議
会

外
の
人
々
に
も
広
く
認
知
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
こ
と
は
想
像

に
難
く
な
い（
（4
（

。
一
七
七
一
年
春
以
来
、
そ
れ
ま
で
禁
止
さ
れ
て
い
た

議
会
報
道
が
実
質
的
に
自
由
化
さ
れ
る
と
、
七
〇
年
代
か
ら
徐
々
に

議
会
に
お
い
て
そ
の
重
要
性
を
増
し
て
い
た
イ
ン
ド
問
題
は
、
格
好

の
報
道
対
象
に
な
っ
て
い
た
。
ま
た
、
一
八
世
紀
に
お
い
て
数
千
人

規
模
の
株
主
を
有
し
た
東
イ
ン
ド
会
社
に
関
す
る
情
報
は
も
と
も

と
、
人
々
の
も
っ
と
も
必
要
と
す
る
情
報
の
一
つ
で
も
あ
っ
た
。
新

聞
報
道
に
お
い
て
イ
ン
ド
に
関
す
る
事
項
は
、
上
述
の
議
会
議
事
だ

け
で
な
く
、
東
イ
ン
ド
会
社
本
社
で
行
わ
れ
る
株
主
総
会( Court 

of proprietors, G
eneral Court)

や
イ
ン
ド
と
の
通
信
文
書
や

船
舶
情
報
、
株
価
情
報
、
さ
ら
に
は
イ
ン
ド
に
お
け
る
出
来
事
な
ど

多
様
な
情
報
が
開
示
さ
れ
て
い
た
。

（
二
）　
ダ
ン
ダ
ス
批
判

　
議
会
発
言
の
主
要
な
担
い
手
と
な
っ
た
ダ
ン
ダ
ス
は
、
Ｂ
Ｏ
Ｃ
す

な
わ
ち
政
府
の
イ
ン
ド
政
策
に
対
す
る
批
判
の
矢
面
に
立
つ
こ
と
に

な
っ
た
。
政
府
批
判
を
行
う
に
あ
た
り
反
政
府
派
は
、
イ
ン
ド
政
策

そ
の
も
の
を
批
判
す
る
の
で
は
な
く
ダ
ン
ダ
ス
を
攻
撃
す
る
方
法
を

と
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
、
当
時
の
政
界
で
対
立
す
る
小
ピ
ッ
ト
派
と

フ
ォ
ッ
ク
ス
派
が
と
も
に
イ
ン
ド
問
題
の
対
策
に
お
い
て
は
、
当
初

か
ら
同
一
路
線
に
乗
っ
て
い
た
こ
と
に
起
因
す
る
。
前
述
の
よ
う
に

ノ
ー
ス
政
権
期
の
議
会
調
査
委
員
会
に
お
い
て
一
七
八
一
年
の
秘
密

委
員
会
で
は
ダ
ン
ダ
ス
が
委
員
長
と
し
て
調
査
に
あ
た
っ
た
が
、
こ

れ
に
対
抗
し
て
翌
年
ロ
ッ
キ
ン
ガ
ム
政
権
下
で
、
バ
ー
ク
を
中
心
と

す
る
特
別
委
員
会
が
新
た
に
設
け
ら
れ
た
。
こ
れ
ら
の
二
つ
の
委
員

会
は
あ
き
ら
か
に
競
合
す
る
面
を
有
し
て
い
た
が
、
対
外
的
に
は
協

調
路
線
を
強
調
し
て
い
た（
（4
（

。
イ
ギ
リ
ス
政
界
に
お
け
る
イ
ン
ド
問
題

は
、
そ
の
方
法
や
細
部
は
異
な
っ
て
も
目
指
す
方
向
性
が
同
一
で
あ

っ
た
の
で
、
フ
ォ
ッ
ク
ス
派
は
対
立
す
る
小
ピ
ッ
ト
政
権
が
打
ち
出

す
イ
ン
ド
政
策
に
つ
い
て
根
本
的
な
批
判
を
行
う
こ
と
は
、
自
己
批

判
に
つ
な
が
り
か
ね
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
政
府
の
イ
ン
ド
政
策
へ

の
批
判
は
、
基
本
的
に
そ
の
代
表
的
発
言
者
で
あ
る
ダ
ン
ダ
ス
へ
の

個
人
攻
撃
と
い
う
形
を
と
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
ダ
ン
ダ
ス
批
判
の
主
な
内
容
は
、
彼
一
人
に
イ
ン
ド
政
策
の
権
限

が
集
中
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
ダ
ン
ダ
ス
一
人
が
イ
ン

ド
政
策
の
権
限
を
握
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
懸
念
は
、
ピ
ッ
ト
の

イ
ン
ド
法
制
定
前
後
か
ら
、
東
イ
ン
ド
会
社
関
係
者
や
イ
ン
ド
法
案

危
機
に
関
係
し
た
政
治
家
の
間
で
浮
上
し
て
い
た（
（4
（

。
下
院
に
お
い
て

は
、
ダ
ン
ダ
ス
が
Ｂ
Ｏ
Ｃ
長
官
に
就
任
す
る
以
前
か
ら
、
彼
を
指
し
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て「
委
員
会
の
長
」( head of the Board)

と
か「
委
員
会
の
委
員
長
」

( chairm
an of the Board)

と
か
形
容
し
て
い
た（
（4
（

。
時
に
は
、
Ｂ

Ｏ
Ｃ
と
は
「
ダ
ン
ダ
ス
氏
の
遠
回
し
な
呼
び
方
に
過
ぎ
な
い
」
と
あ

た
か
も
ダ
ン
ダ
ス
一
人
が
Ｂ
Ｏ
Ｃ
の
運
営
を
牛
耳
っ
て
い
る
か
の
よ

う
な
批
判
も
あ
っ
た（
（4
（

。

　
こ
の
よ
う
に
イ
ン
ド
政
策
へ
の
批
判
が
ダ
ン
ダ
ス
に
集
中
す
る

と
、
反
政
府
派
が
ダ
ン
ダ
ス
を
批
判
し
、
小
ピ
ッ
ト
や
グ
レ
ン
ヴ
ィ

ル
な
ど
の
Ｂ
Ｏ
Ｃ
の
同
僚
委
員
が
ダ
ン
ダ
ス
を
擁
護
す
る
と
い
う
流

れ
が
、
下
院
で
の
イ
ン
ド
政
策
を
め
ぐ
る
議
論
の
ひ
と
つ
の
構
図
と

し
て
次
第
に
成
立
し
て
く
る
。
例
え
ば
、
一
七
八
七
年
か
ら
八
八
年

に
イ
ン
ド
へ
の
正
規
軍
増
派
問
題
と
イ
ン
ド
軍
統
合
問
題
を
め
ぐ
っ

て
下
院
で
激
し
く
論
争
さ
れ
た
際
の
、
八
八
年
三
月
の
構
図
を
み
て

ゆ
こ
う（
（4
（

。
こ
の
と
き
、
反
政
府
派
の
主
要
な
論
客
エ
ド
マ
ン
ド
・
バ

ー
ク
は
、「
委
員
会
の
ア
ト
ラ
ス
」( the Atlas of the Board)

と

比
喩
を
用
い
て
ダ
ン
ダ
ス
を
激
し
く
攻
撃
し
た
。
こ
れ
ら
の
批
判
に

対
し
ダ
ン
ダ
ス
本
人
は
「
私
は
委
員
会
〔
Ｂ
Ｏ
Ｃ
〕
に
お
い
て
一
人

の
委
員
で
あ
る
以
上
に
権
限
を
有
し
た
こ
と
は
な
い
」
と
権
限
集
中

を
完
全
に
否
定
し
て
い
る（
（4
（

。
ま
た
後
日
続
け
ら
れ
た
同
議
論
で
は
、

Ｂ
Ｏ
Ｃ
委
員
で
あ
る
マ
ル
グ
レ
イ
ヴ
が
イ
ン
ド
法
と
フ
ォ
ッ
ク
ス
の

イ
ン
ド
法
の
相
違
点
に
つ
い
て
そ
れ
ま
で
下
院
で
述
べ
ら
れ
た
こ
と

に
関
し
て
簡
潔
に
発
言
す
る
と
、
す
か
さ
ず
反
政
府
派
の
シ
ェ
リ
ダ

ン
は
、「〔
マ
ル
グ
レ
イ
ヴ
卿
は
〕
Ｂ
Ｏ
Ｃ
委
員
で
あ
る
け
れ
ど
、
こ

の
問
題
に
つ
い
て
何
か
発
言
さ
れ
る
な
ん
て
」
と
大
げ
さ
に
驚
き
を

示
し
、
Ｂ
Ｏ
Ｃ
委
員
で
あ
っ
て
も
ダ
ン
ダ
ス
以
外
は
発
言
を
す
る
こ

と
な
ど
は
な
い
か
の
よ
う
に
揶
揄
す
る
こ
と
で
ダ
ン
ダ
ス
へ
の
権
限

集
中
を
暗
に
批
判
し
た
。
こ
れ
を
受
け
、
マ
ル
グ
レ
イ
ヴ
は
「
ダ
ン

ダ
ス
氏
と
自
分
自
身
と
の
間
に
意
見
の
相
違
は
な
い
」
と
発
言
し
、

ダ
ン
ダ
ス
に
よ
る
他
の
同
僚
委
員
へ
の
助
言
の
公
平
さ
や
Ｂ
Ｏ
Ｃ
内

部
の
公
平
さ
を
詳
細
に
述
べ
た
。
さ
ら
に
同
じ
く
委
員
で
あ
る
グ
レ

ン
ヴ
ィ
ル
は
、「
ダ
ン
ダ
ス
氏
以
上
に
委
員
会
で
高
尚
な
立
場
の
者

は
な
く
、
委
員
会
の
活
動
全
て
に
等
し
く
責
任
を
負
っ
て
い
る
」
と

述
べ
、
ま
た
小
ピ
ッ
ト
も
「〔
ダ
ン
ダ
ス
氏
は
〕
委
員
会
の
他
の
委
員

と
等
し
く
権
利
を
有
し
て
い
る
」
と
付
け
加
え
、
こ
ぞ
っ
て
ダ
ン
ダ

ス
の
擁
護
に
当
た
っ
た（
（4
（

。
こ
の
よ
う
に
し
て
一
七
八
〇
年
代
後
半
に

は
、
反
政
府
派
が
イ
ン
ド
政
策
を
批
判
す
る
に
あ
た
っ
て
、
政
府
の

代
表
的
発
言
者
で
あ
る
ダ
ン
ダ
ス
を
や
り
玉
に
あ
げ
、
政
府
側
は
ダ

ン
ダ
ス
以
外
の
Ｂ
Ｏ
Ｃ
委
員
が
発
言
す
る
こ
と
で
批
判
内
容
を
否
定

し
た
り
釈
明
し
た
り
し
て
ダ
ン
ダ
ス
擁
護
に
あ
た
る
と
い
う
論
戦
の

構
図
が
出
来
上
が
っ
て
い
た
。

　
ダ
ン
ダ
ス
批
判
の
内
容
を
ま
と
め
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

一
七
八
四
年
イ
ン
ド
法
の
規
定
に
従
え
ば
Ｂ
Ｏ
Ｃ
委
員
は
長
官
を
含

め
平
等
で
あ
る
は
ず
だ
が
、
ダ
ン
ダ
ス
一
人
に
権
限
が
集
中
し
て
お

り
、
ダ
ン
ダ
ス
ひ
い
て
は
Ｂ
Ｏ
Ｃ
が
イ
ン
ド
法
で
Ｂ
Ｏ
Ｃ
に
付
与
さ

れ
た
権
限
を
逸
脱
し
た
政
策
を
行
お
う
と
し
て
い
る
、
と
い
う
の
で
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あ
る
。
こ
の
よ
う
な
反
政
府
派
の
批
判
内
容
は
、
ダ
ン
ダ
ス
へ
の
Ｂ

Ｏ
Ｃ
権
限
集
中
を
前
提
に
組
み
立
て
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
事
実
で

あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
上
述
の
論
戦
に
み
ら
れ
る
ダ
ン
ダ
ス
擁
護
で

は
、
こ
の
よ
う
な
批
判
は
否
定
さ
れ
て
い
る
。
以
下
で
は
、
Ｂ
Ｏ
Ｃ

議
事
録
な
ど
の
史
料
を
基
に
、
実
際
の
Ｂ
Ｏ
Ｃ
運
営
を
実
証
的
に
検

討
し
て
ゆ
く
。

　三
　
Ｂ
Ｏ
Ｃ
に
お
け
る
ダ
ン
ダ
ス

（
一
）　
Ｂ
Ｏ
Ｃ
の
運
営
と
委
員
の
活
動

　
前
章
で
は
、
小
ピ
ッ
ト
政
権
の
イ
ン
ド
政
策
が
ダ
ン
ダ
ス
に
よ
っ

て
独
裁
的
に
行
わ
れ
て
い
る
と
い
う
下
院
で
の
批
判
が
、
当
時
発
展

し
始
め
た
議
会
報
道
を
通
じ
て
議
会
外
で
も
同
時
代
的
に
共
有
さ
れ

て
い
た
こ
と
を
確
認
し
た
。
本
節
で
は
Ｂ
Ｏ
Ｃ
運
営
に
つ
い
て
議
事

録
を
中
心
に
実
証
的
に
検
討
す
る
こ
と
で
、
当
時
批
判
さ
れ
た
よ
う

に
ダ
ン
ダ
ス
が
独
裁
的
に
イ
ン
ド
政
策
を
決
定
し
て
い
た
の
か
を
考

察
し
て
ゆ
く
。
そ
の
た
め
に
、
ま
ず
Ｂ
Ｏ
Ｃ
の
委
員
会
会
議
録
を
確

認
す
る（
（4
（

。Ｂ
Ｏ
Ｃ
は
前
述
の
よ
う
に
イ
ン
ド
法
に
よ
っ
て
設
立
さ
れ
、

委
員
は
一
七
八
四
年
八
月
三
一
日
に
任
命
、
初
回
す
な
わ
ち
就
任
会

議
は
同
年
九
月
三
日
に
、
公
式
の
長
官
で
あ
る
シ
ド
ニ
ー
を
委
員
長

と
し
て
開
催
さ
れ
た（
（4
（

。
第
二
回
目
以
降
、
通
常
の
Ｂ
Ｏ
Ｃ
会
議
の
進

行
は
、
東
イ
ン
ド
会
社
役
員
会
（Court of D

irectors

）
か
ら
送

達
さ
れ
て
く
る
文
書
類
を
確
認
、
審
議
し
、
Ｂ
Ｏ
Ｃ
か
ら
役
員
会
へ

指
令
を
発
す
る
と
い
う
流
れ
で
あ
っ
た
。

　
フ
ィ
リ
ッ
プ
ス
は
、
同
会
議
録
を
も
と
に
最
初
の
二
年
間
に
つ
い

て
、
シ
ド
ニ
ー
と
小
ピ
ッ
ト
は
概
ね
欠
席
し
た
の
で
、
当
初
か
ら
委

員
会
は
ダ
ン
ダ
ス
が
統
括
し
た
と
し
て
い
る
。
毎
回
の
出
席
者
と
委

員
長
を
記
録
し
た
会
議
録
に
よ
れ
ば
、
初
期
に
お
い
て
出
席
率
か
ら

み
た
Ｂ
Ｏ
Ｃ
会
議
の
主
要
メ
ン
バ
ー
は
、
ダ
ン
ダ
ス
、
グ
レ
ン
ヴ
ィ

ル
、
マ
ル
グ
レ
イ
ヴ
、
ウ
ォ
ル
シ
ン
ガ
ム
の
四
名
で
あ
っ
た
。
フ
ィ

リ
ッ
プ
ス
の
指
摘
す
る
よ
う
に
、
基
本
的
に
、
委
員
長
す
な
わ
ち
会

議
の
司
会
役
は
ダ
ン
ダ
ス
が
務
め
て
い
た
。
会
議
の
司
会
役
と
し
て

の
委
員
長
は
、
イ
ン
ド
法
第
三
条
に
規
定
さ
れ
た
と
お
り
、
国
務
大

臣
で
あ
る
シ
ド
ニ
ー
が
務
め
、
彼
の
不
在
時
は
大
蔵
大
臣
と
し
て
小

ピ
ッ
ト
が
務
め
た
。
シ
ド
ニ
ー
と
小
ピ
ッ
ト
の
両
者
が
不
在
時
に
は

ダ
ン
ダ
ス
が
務
め
て
い
た（
（5
（

。
実
際
の
一
七
八
四
年
お
よ
び
八
五
年
の

会
議
の
出
席
状
況
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
一
七
八
四
年
に
二
二
回
開

か
れ
た
会
議
に
つ
い
て
、
シ
ド
ニ
ー
が
出
席
し
て
委
員
長
を
務
め
た

の
は
九
回
、
小
ピ
ッ
ト
は
就
任
の
宣
誓
の
初
回
一
回
の
み
、
ダ
ン
ダ

ス
は
一
七
回
で
こ
の
う
ち
委
員
長
と
し
て
一
三
回
、
ウ
ォ
ル
シ
ン
ガ

ム
お
よ
び
グ
レ
ン
ヴ
ィ
ル
は
二
二
回
で
と
も
に
欠
席
な
し
、
マ
ル
グ

レ
イ
ヴ
は
一
七
回
で
あ
っ
た
。
一
七
八
五
年
に
開
か
れ
た
五
八
回
に

つ
い
て
は
、
シ
ド
ニ
ー
の
出
席
は
八
回
、
小
ピ
ッ
ト
は
出
席
八
回
の

う
ち
委
員
長
を
二
回
ほ
ど
務
め
た
。
ダ
ン
ダ
ス
は
五
一
回
出
席
し
て
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お
り
、
シ
ド
ニ
ー
な
い
し
小
ピ
ッ
ト
が
委
員
長
を
務
め
た
の
は
合
わ

せ
て
一
〇
回
で
、
そ
れ
以
外
の
四
八
回
は
ダ
ン
ダ
ス
が
委
員
長
を
務

め
た（
（5
（

。

　
以
上
の
よ
う
な
会
議
の
出
席
回
数
か
ら
は
、
小
ピ
ッ
ト
が
イ
ン
ド

法
制
定
以
降
は
イ
ン
ド
問
題
処
理
に
ほ
と
ん
ど
関
与
し
て
い
な
い

か
の
よ
う
に
も
み
え
る
。
小
ピ
ッ
ト
研
究
で
知
ら
れ
る
ア
ー
マ
ン

は
、
一
七
八
四
年
か
ら
八
六
年
の
期
間
に
小
ピ
ッ
ト
が
Ｂ
Ｏ
Ｃ
会
議

一
一
六
回
の
う
ち
わ
ず
か
一
七
回
し
か
出
席
し
て
い
な
い
こ
と
を
指

摘
し
て
い
る（
（5
（

。
こ
の
こ
と
は
、
前
節
で
み
た
よ
う
な
下
院
で
の
主
要

発
言
者
が
小
ピ
ッ
ト
か
ら
ダ
ン
ダ
ス
へ
移
行
し
て
い
っ
た
こ
と
を
実

質
的
な
運
営
面
で
も
そ
う
で
あ
っ
た
こ
と
を
裏
付
け
て
い
る
か
の
よ

う
に
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
長
官
で
あ
る
シ
ド
ニ
ー
も
形
式
的
な
委
員

で
あ
る
か
の
よ
う
に
も
み
え
る
。
前
節
で
は
、
下
院
に
お
い
て
Ｂ
Ｏ

Ｃ
委
員
が
ダ
ン
ダ
ス
批
判
に
対
し
て
、
委
員
内
部
の
公
平
性
を
主
張

し
た
こ
と
に
触
れ
た
が
、
フ
ィ
リ
ッ
プ
ス
は
、
シ
ド
ニ
ー
が
当
初
よ

り
長
官
で
あ
る
自
身
よ
り
も
ダ
ン
ダ
ス
が
Ｂ
Ｏ
Ｃ
を
統
括
し
て
い
る

こ
と
に
不
満
を
も
っ
て
い
た
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
シ
ド
ニ
ー
の
イ

ン
ド
問
題( India business)

対
応
へ
の
準
備
不
足
を
理
由
に
、
小

ピ
ッ
ト
が
シ
ド
ニ
ー
の
不
満
を
無
視
し
基
本
的
に
は
ダ
ン
ダ
ス
に
同

調
し
た
と
い
う（
（5
（

。

　
以
下
で
、
こ
れ
ら
の
点
に
つ
い
て
実
態
的
側
面
か
ら
検
討
し
て
み

よ
う
。
ア
ー
マ
ン
が
検
討
対
象
と
し
た
一
七
八
六
年
ま
で
の
時
期
に

お
い
て
、
Ｂ
Ｏ
Ｃ
会
議
で
も
っ
と
も
重
要
な
議
事
内
容
は
、
イ
ン
ド

に
お
け
る
戦
後
処
理
の
問
題
で
あ
っ
た
。
一
七
六
〇
年
代
以
来
の
イ

ン
ド
に
お
け
る
戦
争
に
関
す
る
諸
問
題
は
、
一
七
八
〇
年
代
に
お
い

て
も
依
然
と
し
て
東
イ
ン
ド
会
社
に
重
く
の
し
か
か
っ
て
い
た
。
さ

ら
に
、一
七
八
〇
年
代
半
ば
に
な
る
と
、ア
ル
コ
ッ
ト
太
守
（N

abob/
N

aw
ab of Arcot

）（
（5
（

の
負
債
問
題
が
新
た
に
東
イ
ン
ド
会
社
と
新

設
の
Ｂ
Ｏ
Ｃ
を
悩
ま
せ
た
。
こ
れ
は
、
カ
ー
ナ
テ
ィ
ッ
ク
地
方
政
権

と
デ
カ
ン
の
ニ
ー
ザ
ム
王
国
の
勢
力
争
い
と
な
っ
た
第
二
次
カ
ー
ナ

テ
ィ
ッ
ク
戦
争
で
ア
ル
コ
ッ
ト
太
守
が
受
け
た
軍
事
的
援
助
の
結

果
、
東
イ
ン
ド
会
社
お
よ
び
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
・
イ
ン
ド
人
の
商
人
か

ら
多
額
の
負
債
を
負
う
こ
と
に
な
っ
た
こ
と
か
ら
生
じ
た
一
連
の
負

債
・
財
政
問
題
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
ら
イ
ン
ド
に
お
け
る
戦
後
処

理
の
問
題
は
、
イ
ン
ド
法
成
立
過
程
の
諸
法
案
で
も
主
要
ト
ピ
ッ
ク

を
形
成
し
て
お
り
、
当
該
問
題
へ
の
小
ピ
ッ
ト
の
見
解
は
す
で
に
イ

ン
ド
法
制
定
過
程
に
お
い
て
示
さ
れ
て
き
た
と
い
え
る（
（5
（

。

　
一
七
八
四
年
か
ら
八
六
年
頃
ま
で
の
Ｂ
Ｏ
Ｃ
会
議
の
議
事
録
を
み

て
ゆ
く
と
、
ア
ル
コ
ッ
ト
太
守
の
代
理
人
か
ら
の
書
簡
や
関
連
す
る

カ
ー
ナ
テ
ィ
ッ
ク
地
方
の
歳
入
問
題
の
検
討
が
頻
繁
に
あ
ら
わ
れ
て

く
る
。
先
に
ふ
れ
た
小
ピ
ッ
ト
の
見
解
で
も
同
様
で
あ
る
の
だ
が
、

こ
こ
で
問
題
と
な
っ
て
い
る
の
は
、
イ
ン
ド
に
お
け
る
戦
争
と
個
人

の
問
題
の
境
界
線
で
あ
っ
た（
（5
（

。
Ｂ
Ｏ
Ｃ
議
事
録
は
、
詳
細
な
会
議
の

議
事
を
伝
え
る
も
の
で
は
な
く
、
基
本
的
に
は
会
議
の
議
案
と
そ
の
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結
果
を
簡
潔
に
記
録
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
特
別
に
修
正
な
ど
の

指
令
を
発
し
て
い
な
い
場
合
は
そ
の
検
討
過
程
は
ほ
と
ん
ど
わ
か
ら

な
い
。
当
該
問
題
の
案
件
が
頻
繁
に
関
係
者
の
書
簡
や
東
イ
ン
ド
会

社
の
文
書
と
し
て
会
議
で
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
確
認
で
き

る
が
、
多
く
の
場
合
、
こ
の
件
に
つ
い
て
Ｂ
Ｏ
Ｃ
が
特
別
な
指
示
や

見
解
を
関
係
者
に
伝
え
た
記
録
は
な
い（
（5
（

。
こ
う
し
た
記
録
か
ら
は
、

Ｂ
Ｏ
Ｃ
が
当
該
問
題
の
詳
細
か
つ
最
新
の
情
報
を
入
手
し
、
問
題
の

把
握
に
は
努
め
て
い
る
が
、
Ｂ
Ｏ
Ｃ
と
し
て
の
独
自
の
見
解
を
示
す

こ
と
は
ま
ず
な
く
、
関
係
者
間
の
問
題
は
あ
く
ま
で
個
人
の
負
債
問

題
で
あ
る
と
し
て
、
介
入
し
な
い
姿
勢
を
貫
い
た（
（5
（

と
い
え
る
。。

　
つ
ぎ
に
、
次
期
イ
ン
ド
総
督
の
選
定
問
題
に
つ
い
て
み
て
ゆ
こ

う（
（5
（

。
イ
ン
ド
法
に
よ
っ
て
総
督
の
権
限
を
強
化
し
て
い
た
小
ピ
ッ
ト

政
権
に
と
っ
て
、
次
期
イ
ン
ド
総
督
の
任
命
は
イ
ン
ド
政
策
の
な

か
で
も
極
め
て
重
要
な
問
題
の
ひ
と
つ
で
あ
っ
た
。
ダ
ン
ダ
ス
は
、

一
七
八
三
年
の
イ
ン
ド
法
案
草
稿
の
段
階
か
ら
イ
ン
ド
総
督
の
選
考

を
検
討
し
て
い
た
。
結
論
か
ら
い
え
ば
、
小
ピ
ッ
ト
政
権
が
任
命
し

た
イ
ン
ド
総
督
は
、
チ
ャ
ー
ル
ズ
・
コ
ー
ン
ウ
ォ
リ
ス
（C

harles 
C
ornw

allis, 1
st M
arquess and 2

nd E
arl C

ornw
allis, 1738-

1805

）
で
あ
っ
た（
（6
（

。
通
常
、
英
領
イ
ン
ド
史
の
文
脈
で
は
、
コ
ー
ン

ウ
ォ
リ
ス
の
イ
ン
ド
総
督
任
命
は
首
相
小
ピ
ッ
ト
と
ダ
ン
ダ
ス
の
要

請
で
あ
っ
た
と
さ
れ
て
い
る（
（6
（

。
こ
の
よ
う
な
従
来
の
記
述
か
ら
は
、

コ
ー
ン
ウ
ォ
リ
ス
が
イ
ン
ド
総
督
に
任
命
さ
れ
た
一
七
八
六
年
に
は

す
で
に
Ｂ
Ｏ
Ｃ
に
お
け
る
ダ
ン
ダ
ス
の
影
響
力
が
大
き
か
っ
た
こ
と

が
示
唆
さ
れ
る
。
し
か
し
、
実
際
に
コ
ー
ン
ウ
ォ
リ
ス
側
の
史
料
か

ら
イ
ン
ド
総
督
任
命
ま
で
の
経
緯
を
確
認
し
て
み
る
と
、
印
象
は
変

わ
っ
て
く
る
。

　
コ
ー
ン
ウ
ォ
リ
ス
が
、
イ
ン
ド
総
督
と
し
て
イ
ン
ド
赴
任
を
は
じ

め
て
依
頼
さ
れ
た
の
は
、
一
七
八
二
年
五
月
の
こ
と
で
あ
り
、
当
時

の
首
相
シ
ェ
ル
バ
ー
ン
か
ら
の
要
請
で
あ
っ
た（
（6
（

。
一
七
八
二
年
の
時

点
で
、
軍
人
と
し
て
も
行
政
官
と
し
て
の
優
れ
た
評
価
を
得
て
い
た

コ
ー
ン
ウ
ォ
リ
ス
を
適
任
と
考
え
た
当
時
の
シ
ェ
ル
バ
ー
ン
政
権
の

意
向
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
と
き
彼
は
、
先
の
ア
メ
リ
カ
独
立
戦
争

で
の
捕
虜
期
間
が
満
了
し
て
い
な
い
こ
と
な
ど
を
理
由
に
こ
の
要

請
を
断
っ
て
い
る（
（6
（

。
ノ
ー
ス
・
フ
ォ
ッ
ク
ス
連
立
政
権
期
と
な
る

一
七
八
三
年
一
〇
月
に
は
、
コ
ー
ン
ウ
ォ
リ
ス
は
、
イ
ー
ト
ン
校
以

来
の
友
人
か
ら
ノ
ー
ス
卿
が
彼
の
イ
ン
ド
赴
任
の
意
向
を
気
に
か
け

て
い
た
こ
と
を
聞
く
が
、
こ
の
と
き
は
直
接
ノ
ー
ス
か
ら
何
も
聞
い

て
い
な
い
と
い
う
理
由
で
、
彼
は
さ
ほ
ど
重
要
で
な
い
と
判
断
し

た（
（6
（

。
小
ピ
ッ
ト
政
権
成
立
以
後
は
、
一
七
八
四
年
一
月
頃
に
、
コ
ー

ン
ウ
ォ
リ
ス
は
イ
ン
ド
関
連
の
要
請
に
関
し
て
い
か
な
る
も
の
で

も
、
自
分
が
イ
ン
ド
へ
行
く
こ
と
な
ど
想
像
で
き
な
い
と
い
っ
た
心

情
を
親
友
に
も
ら
し
て
い
る（
（6
（

。
コ
ー
ン
ウ
ォ
リ
ス
の
書
簡
集
に
よ
る

と
、
一
七
八
三
年
末
か
ら
八
四
年
初
頭
に
か
け
て
、
い
く
つ
か
の
方

面
か
ら
彼
が
イ
ン
ド
総
督
に
指
名
さ
れ
る
だ
ろ
う
こ
と
を
聞
か
さ
れ
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て
、
イ
ン
ド
赴
任
を
嫌
が
る
彼
は
こ
の
こ
と
で
ス
ト
レ
ス
を
感
じ
て

い
た
よ
う
で
あ
る
。
八
四
年
五
月
に
は
、
同
案
件
に
つ
い
て
シ
ド
ニ

ー
と
直
接
会
っ
て
話
し
て
い
る
。
現
行
の
イ
ン
ド
法
に
よ
る
総
督
の

権
限
や
イ
ン
ド
行
政
の
不
備
・
欠
陥
な
ど
を
理
由
に
イ
ン
ド
赴
任
を

了
承
し
て
い
な
か
っ
た
コ
ー
ン
ウ
ォ
リ
ス
に
対
し
て
、シ
ド
ニ
ー
は
、

首
相
ピ
ッ
ト
は
彼
の
修
正
要
請
に
こ
た
え
る
つ
も
り
が
あ
る
と
伝
え

て
い
る
。
ま
た
、
首
相
ピ
ッ
ト
だ
け
で
な
く
、
東
イ
ン
ド
会
社
も
彼

を
総
督
に
と
望
ん
で
い
る
こ
と
も
伝
え
て
い
る
。
彼
は
、
こ
の
時
す

で
に
会
社
側
の
意
向
を
他
か
ら
聞
い
て
知
っ
て
い
た
と
も
記
し
て
い

る（
（6
（

。
コ
ー
ン
ウ
ォ
リ
ス
は
、
さ
ら
に
同
年
六
月
に
な
る
と
、
イ
ン
ド

関
連
大
臣
（M

inisters relative to India
：
Ｂ
Ｏ
Ｃ
委
員
を
指

す
と
思
わ
れ
る
）
ら
は
内
密
に
彼
に
イ
ン
ド
総
督
兼
最
高
軍
事
司
令

官
を
要
請
す
る
つ
も
り
だ
と
い
う
情
報
を
得
て
い
る（
（6
（

。
実
際
に
シ
ド

ニ
ー
が
彼
に
イ
ン
ド
行
き
の
圧
力
を
か
け
た
の
は
、
同
年
八
月
に
な

っ
て
か
ら
で
あ
っ
た
。
八
月
三
日
付
の
「
完
全
に
私
的
な
手
紙
」
で

シ
ド
ニ
ー
は
、
下
院
通
過
直
前
の
ピ
ッ
ト
の
イ
ン
ド
法
案
の
写
し
を

同
封
し
、
ふ
た
た
び
東
イ
ン
ド
会
社
は
心
か
ら
彼
の
赴
任
を
望
ん
で

い
る
と
書
き
添
え
て
、
彼
を
説
得
に
か
か
っ
て
い
る（
（6
（

。
本
心
で
は
イ

ン
ド
任
務
を
嫌
が
る
コ
ー
ン
ウ
ォ
リ
ス
は
、
国
王
や
政
府
へ
の
忠
誠

心
か
ら
、
非
常
に
頭
を
悩
ま
せ
て
い
る
。
再
三
の
シ
ド
ニ
ー
の
説
得

に
困
っ
た
彼
は
、
イ
ン
ド
法
成
立
前
後
の
イ
ン
ド
総
督
要
請
に
つ
い

て
、
最
終
的
に
一
一
月
八
日
付
の
小
ピ
ッ
ト
宛
て
書
簡
で
受
諾
し
な

い
理
由
を
丁
寧
に
書
き
連
ね
て
、
政
府
を
断
念
さ
せ
た（
（6
（

。
し
か
し
、

そ
の
後
も
イ
ン
ド
総
督
の
適
任
者
選
考
に
行
き
詰
っ
た
小
ピ
ッ
ト
政

権
は
、
一
七
八
五
年
二
月
初
め
の
頃
か
ら
、
ふ
た
た
び
彼
に
総
督
と

し
て
イ
ン
ド
赴
任
を
受
諾
す
る
よ
う
熱
心
に
働
き
か
け
て
い
る
。
二

月
二
三
日
付
の
親
友
宛
て
の
書
簡
で
コ
ー
ン
ウ
ォ
リ
ス
は
、
二
週
間

ほ
ど
前
か
ら
イ
ン
ド
総
督
の
任
を
受
け
る
よ
う
再
び
言
わ
れ
て
い

て
、
小
ピ
ッ
ト
と
会
っ
て
話
し
た
こ
と
を
記
し
て
い
る
。
さ
ら
に
こ

の
と
き
に
は
、
ダ
ン
ダ
ス
と
も
会
っ
て
話
し
て
お
り
、
も
し
イ
ン
ド

へ
行
く
と
言
え
ば
、〔
彼
の
不
満
と
し
て
い
る
事
由
に
関
し
て
〕
法

案
を
修
正
す
る
用
意
が
あ
る
と
ダ
ン
ダ
ス
が
言
っ
て
い
る
こ
と
も
、

コ
ー
ン
ウ
ォ
リ
ス
は
知
っ
て
い
た（
（7
（

。
以
上
の
よ
う
な
あ
ら
ゆ
る
手
段

を
も
っ
て
コ
ー
ン
ウ
ォ
リ
ス
を
説
得
に
か
か
っ
た
小
ピ
ッ
ト
政
権

は
、
と
う
と
う
コ
ー
ン
ウ
ォ
リ
ス
に
イ
ン
ド
総
督
の
要
請
を
受
諾
さ

せ
た
。

　
以
上
の
よ
う
な
コ
ー
ン
ウ
ォ
リ
ス
か
ら
み
た
イ
ン
ド
総
督
任
命
の

経
緯
を
ま
と
め
よ
う
。
小
ピ
ッ
ト
政
権
で
は
、
Ｂ
Ｏ
Ｃ
設
立
前
か
ら

コ
ー
ン
ウ
ォ
リ
ス
と
の
交
渉
に
は
シ
ド
ニ
ー
が
あ
た
っ
て
い
た
。
首

相
ピ
ッ
ト
や
会
社
、
国
王
な
ど
多
方
面
に
わ
た
る
意
向
と
し
て
、
イ

ン
ド
法
成
立
の
暁
に
は
新
イ
ン
ド
総
督
に
は
コ
ー
ン
ウ
ォ
リ
ス
が
望

ま
れ
て
い
る
こ
と
を
、
シ
ド
ニ
ー
が
コ
ー
ン
ウ
ォ
リ
ス
に
伝
え
て
い

る
。
シ
ド
ニ
ー
の
粘
り
強
い
説
得
に
困
っ
た
コ
ー
ン
ウ
ォ
リ
ス
は
、

直
接
小
ピ
ッ
ト
に
断
り
の
手
紙
を
書
い
て
い
る
。
そ
の
後
ふ
た
た
び
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シ
ド
ニ
ー
を
通
じ
て
、
政
府
の
説
得
を
受
け
る
も
な
か
な
か
受
諾
し

な
い
彼
に
、
と
う
と
う
小
ピ
ッ
ト
が
直
接
会
っ
て
依
頼
す
る
も
う
ま

く
い
か
ず
、
最
終
的
に
は
、
イ
ン
ド
法
案
の
実
質
的
作
成
者
で
あ
る

ダ
ン
ダ
ス
が
法
案
修
正
を
直
接
約
束
し
て
、
コ
ー
ン
ウ
ォ
リ
ス
の
説

得
に
よ
う
や
く
成
功
し
た
。
実
際
に
、
最
終
段
階
に
お
い
て
小
ピ
ッ

ト
や
ダ
ン
ダ
ス
は
直
接
会
っ
て
コ
ー
ン
ウ
ォ
リ
ス
を
説
得
す
る
必
要

に
迫
ら
れ
た
が
、
交
渉
全
般
に
わ
た
っ
て
シ
ド
ニ
ー
が
う
ご
い
て
い

た
。
シ
ド
ニ
ー
は
交
渉
に
あ
た
っ
て
小
ピ
ッ
ト
の
名
を
あ
げ
る
こ
と

も
あ
っ
た
が
、
そ
れ
は
コ
ー
ン
ウ
ォ
リ
ス
の
任
命
に
当
た
っ
て
は
権

限
者
で
あ
る
首
相
が
そ
れ
に
応
じ
る
意
向
が
あ
る
と
い
う
意
味
で
あ

り
、
指
名
の
意
向
は
あ
く
ま
で
政
府
、
の
ち
に
は
Ｂ
Ｏ
Ｃ
と
し
て
の

総
意
と
し
て
伝
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
こ
の
よ
う
に

み
て
く
る
と
、
コ
ー
ン
ウ
ォ
リ
ス
の
イ
ン
ド
総
督
任
命
が
小
ピ
ッ
ト

や
ダ
ン
ダ
ス
に
よ
る
も
の
と
す
る
従
来
の
記
述
は
、
Ｂ
Ｏ
Ｃ
長
官
と

な
っ
た
後
の
ダ
ン
ダ
ス
の
影
響
力
を
過
分
に
評
価
し
た
よ
う
に
思
わ

れ
る
。
む
し
ろ
、
一
七
八
六
年
の
コ
ー
ン
ウ
ォ
リ
ス
の
イ
ン
ド
総
督

任
命
に
至
る
ま
で
の
経
緯
に
は
、
シ
ド
ニ
ー
の
Ｂ
Ｏ
Ｃ
委
員
と
し
て

の
働
き
や
、
Ｂ
Ｏ
Ｃ
と
い
う
委
員
会
全
体
の
協
調
し
た
活
動
を
見
出

す
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
さ
ら
に
こ
こ
か
ら
は
、
首
相
と
し
て
の

小
ピ
ッ
ト
や
イ
ン
ド
法
案
の
実
質
的
創
案
者
と
し
て
の
ダ
ン
ダ
ス
の

影
響
力
が
、
Ｂ
Ｏ
Ｃ
委
員
の
活
動
を
背
後
で
支
え
て
い
た
こ
と
も
、

明
ら
か
で
あ
ろ
う
。

（
二
）　
東
イ
ン
ド
会
社
と
の
関
係
調
整

　
一
七
八
五
年
四
月
に
な
る
と
、
Ｂ
Ｏ
Ｃ
に
は
内
部
委
員
会
と
し
て

秘
密
委
員
会( Secret Com

m
ittee of the Board of C

ontrol)

が
設
置
さ
れ
た（
（7
（

。
こ
の
秘
密
委
員
会
は
東
イ
ン
ド
会
社
役
員
会
の
内

部
秘
密
委
員
会
と
の
や
り
取
り
を
中
心
に
活
動
し
、
小
ピ
ッ
ト
、
ダ

ン
ダ
ス
、
グ
レ
ン
ヴ
ィ
ル
の
三
名
が
積
極
的
に
参
加
し
た
。
初
期
委

員
の
Ｂ
Ｏ
Ｃ
秘
密
委
員
会
の
出
席
回
数
は
次
の
通
り
。
一
七
八
五
年

の
全
八
回
に
、
シ
ド
ニ
ー
お
よ
び
小
ピ
ッ
ト
〇
回
、
ダ
ン
ダ
ス
八
回

（
う
ち
委
員
長
八
回
）、
他
三
名
は
と
も
に
八
回
。
八
六
年
の
全
八
回

に
、
シ
ド
ニ
ー
〇
回
、
小
ピ
ッ
ト
五
回
（
う
ち
委
員
長
五
回
）、
ダ

ン
ダ
ス
八
回
（
う
ち
委
員
長
三
回
）、
ウ
ォ
ル
シ
ン
ガ
ム
三
回
、
グ

レ
ン
ヴ
ィ
ル
二
回
、
マ
ル
グ
レ
イ
ヴ
八
回
。
八
七
年
の
全
一
〇
回
に

は
シ
ド
ニ
ー
と
ウ
ォ
ル
シ
ン
ガ
ム
〇
回
、
小
ピ
ッ
ト
一
〇
回
（
う
ち

委
員
長
一
〇
回
）、
ダ
ン
ダ
ス
一
〇
回
、
グ
レ
ン
ヴ
ィ
ル
五
回
、
マ

ル
グ
レ
イ
ヴ
六
回
。
八
八
年
の
全
四
回
に
、
シ
ド
ニ
ー
一
回
（
う
ち

委
員
長
一
回
）、
小
ピ
ッ
ト
四
回
（
う
ち
委
員
長
四
回
）、
ダ
ン
ダ
ス

三
回
、
グ
レ
ン
ヴ
ィ
ル
〇
回
、
ウ
ォ
ル
シ
ン
ガ
ム
お
よ
び
マ
ル
グ
レ

イ
ヴ
〇
回（
（7
（

。
こ
う
し
た
出
席
状
況
か
ら
は
、
少
な
く
と
も
一
七
八
六

年
以
降
か
ら
小
ピ
ッ
ト
が
積
極
的
に
秘
密
委
員
会
に
関
与
し
て
い
た

こ
と
が
み
え
て
く
る
。

　
秘
密
委
員
会
が
頻
繁
に
開
か
れ
て
い
る
場
合
、
通
常
の
Ｂ
Ｏ
Ｃ
委

員
会
で
の
東
イ
ン
ド
会
社
内
部
と
の
協
議
が
難
航
し
、
と
く
に
Ｂ
Ｏ
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Ｃ
内
部
で
東
イ
ン
ド
会
社
へ
の
対
応
に
つ
い
て
十
分
な
準
備
が
必
要

と
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
え
る
。
秘
密
委
員
会
の
活
動
が
最
も
活
発

と
な
っ
た
の
は
一
七
八
七
年
か
ら
八
八
年
頃
で
あ
り
、
そ
れ
は
Ｂ
Ｏ

Ｃ
が
イ
ン
ド
法
規
定
の
範
囲
を
超
え
て
東
イ
ン
ド
会
社
の
問
題
に
干

渉
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
議
会
内
外
で
取
り
ざ
た
さ
れ
て
い
た
時

期
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
Ｂ
Ｏ
Ｃ
の
権
力
問
題
が
一
七
八
八
年
に

一
応
の
解
決
を
み
る
と
、Ｂ
Ｏ
Ｃ
内
部
秘
密
員
会
は
不
活
発
と
な
り
、

最
後
の
記
録
は
一
八
〇
五
年
と
な
っ
て
い
る
。

　
一
七
八
〇
年
代
末
頃
か
ら
ダ
ン
ダ
ス
は
、
東
イ
ン
ド
会
社
内
部
に

自
身
と
の
密
接
な
コ
ネ
ク
シ
ョ
ン
を
確
立
す
る
動
き
を
見
せ
て
い

る
。
イ
ン
ド
法
制
定
以
降
も
東
イ
ン
ド
会
社
内
部
で
は
、
会
社
役
員

会
だ
け
で
な
く
、
株
主
総
会
も
ま
た
会
社
の
運
営
に
対
し
影
響
力
を

有
し
て
い
た
。
イ
ン
ド
法
に
よ
っ
て
法
的
に
は
株
主
総
会
の
影
響
力

を
削
減
し
て
い
た
も
の
の
、
依
然
と
し
て
株
主
総
会
は
実
質
的
に
会

社
の
運
営
に
干
渉
す
る
だ
け
の
影
響
力
を
有
し
て
い
た（
（7
（

。
イ
ン
ド
法

に
よ
っ
て
政
府
と
会
社
と
の
連
絡
は
、
Ｂ
Ｏ
Ｃ
と
役
員
会
に
よ
る
も

の
と
一
元
化
さ
れ
て
い
た
の
で
、
Ｂ
Ｏ
Ｃ
が
直
接
的
に
株
主
総
会

の
対
応
に
悩
ま
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
ダ
ン
ダ
ス

は
、
会
社
と
の
関
係
を
調
整
す
る
た
め
に
、
役
員
会
内
の
役
員
個
人

と
の
コ
ネ
ク
シ
ョ
ン
強
化
を
は
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ダ
ン
ダ
ス

に
と
っ
て
幸
い
だ
っ
た
の
は
、
会
社
側
は
、
内
部
抗
争
に
よ
っ
て
、

か
つ
て
の
ロ
バ
ー
ト
・
ク
ラ
イ
ヴ
や
ロ
ー
レ
ン
ス
・
サ
リ
ヴ
ァ
ン

( Laurence Sulivan, 1713-86)

の
よ
う
な
大
物
が
存
在
し
な
か

っ
た
の
で
、
従
来
か
ら
の
会
社
役
員
関
係
者
で
ダ
ン
ダ
ス
と
対
等
に

わ
た
り
あ
う
だ
け
の
個
人
を
欠
い
て
い
た
。
さ
ら
に
、
従
来
会
社
の

運
営
に
絶
大
な
影
響
力
を
有
し
て
い
た
役
員
会
の
秘
密
委
員
会
は
、

イ
ン
ド
法
に
よ
る
改
正
で
弱
体
化
し
て
い
た
。
そ
の
た
め
ダ
ン
ダ
ス

は
、
役
員
会
内
部
す
な
わ
ち
役
員
個
人
と
の
コ
ネ
ク
シ
ョ
ン
強
化
に

よ
っ
て
、
イ
ン
ド
法
制
定
以
後
も
不
安
定
で
あ
っ
た
政
府
と
会
社
と

の
関
係
調
整
を
は
か
っ
た
。

　
ダ
ン
ダ
ス
は
、
イ
ン
ド
現
地
で
活
躍
し
た
社
員
が
帰
国
す
る
と
、

個
人
的
な
交
流
を
深
め
て
彼
ら
の
イ
ン
ド
在
勤
時
代
の
コ
ネ
ク
シ
ョ

ン
や
専
門
知
識
を
大
い
に
活
用
さ
せ
て
ダ
ン
ダ
ス
自
身
や
小
ピ
ッ
ト

へ
の
情
報
提
供
や
助
言
を
求
め
た
。
帰
国
し
た
ば
か
り
で
、
ロ
ン
ド

ン
で
は
ま
だ
強
力
な
コ
ネ
ク
シ
ョ
ン
を
確
立
し
て
い
な
い
人
物
に
と

っ
て
は
、
小
ピ
ッ
ト
や
ダ
ン
ダ
ス
の
よ
う
な
本
国
政
界
の
大
物
政
治

家
に
よ
る
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
は
帰
国
後
の
社
内
の
出
世
や
社
外
で
の
活

躍
に
役
立
っ
た
。
以
下
で
は
、
ダ
ン
ダ
ス
の
支
援
を
も
と
に
会
社
の

頂
点
で
あ
る
総
裁
に
ま
で
な
っ
た
著
名
な
二
人
の
人
物
、
デ
イ
ヴ
ィ

ッ
ド
・
ス
コ
ッ
ト( D

avid Scott, 1746-1805)

と
チ
ャ
ー
ル
ズ
・

グ
ラ
ン
ト( Charles G

rant, 1746-1823)

に
つ
い
て
具
体
的
事

例
を
確
認
し
て
ゆ
こ
う
。

　
デ
イ
ヴ
ィ
ッ
ド
・
ス
コ
ッ
ト
は
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
北
東
部
フ
ォ

ー
フ
ァ
ー
シ
ャ
ー
出
身
で
、
一
三
歳
で
セ
ン
ト
・
ア
ン
ド
リ
ュ
ー
ス
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小
ピ
ッ
ト
政
権
期
イ
ギ
リ
ス
の
イ
ン
ド
政
策
（
鹿
野
）

大
学
の
入
学
資
格
を
取
得
し
た
秀
才
で
あ
っ
た（
（7
（

。
優
秀
だ
が
財
の
な

い
、そ
し
て
嫡
男
で
は
な
い
他
の
多
く
の
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
人
同
様
、

ス
コ
ッ
ト
は
一
七
歳
で
財
を
成
す
た
め
に
イ
ン
ド
へ
渡
る
こ
と
を
決

意
し
た
。
し
か
し
、
彼
は
東
イ
ン
ド
会
社
の
社
員
と
し
て
推
薦
を
受

け
る
こ
と
は
で
き
ず
、
私
貿
易
商
人( private trader)

と
し
て
イ

ン
ド
へ
渡
り
、
現
地
で
パ
ー
ル
シ
ー
教
徒
の
事
業
家
や
東
イ
ン
ド
会

社
社
員
と
共
同
し
て
商
業
活
動
を
行
っ
た
。
彼
の
よ
う
に
私
貿
易
商

人
と
し
て
イ
ン
ド
で
商
業
に
携
わ
る
者
が
、
現
地
で
東
イ
ン
ド
会
社

社
員
と
共
同
し
て
仕
事
に
携
わ
る
こ
と
は
、
決
し
て
稀
な
こ
と
で
は

な
か
っ
た
。
彼
は
、
ボ
ン
ベ
イ
で
エ
ー
ジ
ェ
ン
シ
ー
・
ハ
ウ
ス
を
設

立
し
た（
（7
（

。ス
コ
ッ
ト
を
含
む
私
貿
易
商
や
東
イ
ン
ド
会
社
に
よ
っ
て
、

西
部
イ
ン
ド
に
お
け
る
イ
ギ
リ
ス
の
貿
易
コ
ネ
ク
シ
ョ
ン
は
こ
の
時

期
に
ゆ
っ
く
り
と
作
り
上
げ
ら
れ
て
い
っ
た
。
し
か
し
、
ボ
ン
ベ
イ

を
中
心
と
し
た
西
部
イ
ン
ド
で
の
貿
易
の
拡
大
は
、
い
つ
も
マ
イ
ソ

ー
ル
や
マ
ラ
ー
タ
と
い
っ
た
勢
力
の
軍
事
的
脅
威
に
さ
ら
さ
れ
て
い

た
し
、
地
方
権
力
者
の
圧
力
に
脅
か
さ
れ
て
い
た
。
ス
コ
ッ
ト
は
、

こ
う
し
た
経
験
か
ら
、
ボ
ン
ベ
イ
で
の
貿
易
の
生
命
線
は
、
現
地
の

港
湾
と
領
域
の
支
配
に
か
か
っ
て
い
る
と
確
信
す
る
よ
う
に
な
り
、

一
七
七
〇
年
代
に
東
イ
ン
ド
会
社
ボ
ン
ベ
イ
軍
に
資
金
援
助
を
行
っ

て
い
る
。
一
七
八
六
年
に
ロ
ン
ド
ン
に
帰
国
し
て
か
ら
も
、
ス
コ
ッ

ト
は
イ
ギ
リ
ス
が
貿
易
か
ら
利
益
を
得
る
た
め
に
は
そ
の
盾
と
し
て

領
土
支
配
が
必
要
で
あ
る
と
い
う
意
見
を
訴
え
て
い
る
。
帰
国
後
に

小
ピ
ッ
ト
や
ダ
ン
ダ
ス
と
親
し
く
な
っ
た
ス
コ
ッ
ト
は
、
ダ
ン
ダ
ス

の
支
援
を
受
け
て
一
七
八
八
年
に
東
イ
ン
ド
会
社
の
役
員
に
選
出
さ

れ
、
さ
ら
に
一
七
九
〇
年
に
は
地
元
フ
ォ
ー
フ
ァ
ー
シ
ャ
ー
選
出
の

下
院
議
員
と
な
っ
て
い
る
。

　
チ
ャ
ー
ル
ズ
・
グ
ラ
ン
ト
は
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
北
西
部
イ
ン
バ

ネ
ス
シ
ャ
ー
に
生
ま
れ
、
若
く
し
て
両
親
を
亡
く
し
た（
（7
（

。
孤
児
と
な

っ
た
彼
は
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
北
東
部
エ
ル
ギ
ン
在
住
の
父
の
弟
ジ

ョ
ン
の
援
助
で
教
育
を
う
け
た
。
一
七
五
八
年
に
は
ク
ロ
マ
テ
ィ
の

船
主
で
商
人
で
あ
っ
た
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
フ
ォ
ー
サ
イ
ス
の
徒
弟
と
な

っ
て
い
た
が
、
叔
父
ジ
ョ
ン
の
縁
故
を
頼
っ
て
一
七
六
三
年
か
ら
ロ

ン
ド
ン
で
働
き
は
じ
め
た
。
彼
は
ロ
ン
ド
ン
で
、
ベ
ン
ガ
ル
知
事

の
親
し
い
友
人
で
あ
っ
た
リ
チ
ャ
ー
ド
・
ビ
ー
チ
ャ
ー( Richard 

Becher)

や
、
東
イ
ン
ド
会
社
の
役
員
で
あ
っ
た
ル
ー
ク
・
ス
ク
ラ

フ
ト
ン( Luke Scrafton)

と
積
極
的
に
親
交
を
深
め
、
東
イ
ン
ド

会
社
ベ
ン
ガ
ル
軍
の
士
官( cadet)

と
し
て
推
薦
さ
れ
る
こ
と
に
成

功
し
た
。
彼
は
一
七
六
七
年
末
に
イ
ン
ド
へ
向
け
出
発
し
、
翌
年
六

月
カ
ル
カ
ッ
タ
に
到
着
し
て
い
る
が
、
健
康
を
害
し
て
二
年
半
ほ
ど

で
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
へ
戻
る
こ
と
に
な
っ
た
。
帰
国
後
グ
ラ
ン
ト
は
、

事
業
を
始
め
よ
う
と
す
る
も
う
ま
く
い
か
ず
借
金
を
作
っ
て
し
ま

っ
た
。
そ
の
返
済
の
た
め
再
び
彼
は
イ
ン
ド
へ
行
く
こ
と
を
望
み
、

一
七
七
二
年
末
に
は
ベ
ン
ガ
ル
の
東
イ
ン
ド
会
社
の
ラ
イ
タ
ー(

書

記
：w

riter)
の
職
を
必
死
で
獲
得
し
た
。
一
七
七
三
年
に
は
イ
ン
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ド
へ
向
か
い
、
ベ
ン
ガ
ル
で
彼
は
商
務
部( Board of Trade)

の

セ
ク
レ
タ
リ
ー( secretary)

と
な
っ
た
。
会
社
の
役
職
を
活
か
し

て
私
貿
易
に
従
事
し
た
彼
は
、
個
人
的
蓄
財
に
成
功
し
一
七
八
四
年

に
は
渡
印
の
理
由
と
な
っ
た
債
務
を
完
済
し
て
い
る
。
し
か
し
、
彼

は
こ
う
し
た
個
人
的
利
益
獲
得
に
つ
い
て
は
罪
悪
感
を
覚
え
て
い
た

よ
う
で
あ
る
。
一
七
八
七
年
に
は
新
任
の
総
督
コ
ー
ン
ウ
ォ
リ
ス
か

ら
会
社
の
商
業
制
度
の
改
革
を
任
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
頃
ま
で
に
グ

ラ
ン
ト
は
、
会
社
や
社
員
の
利
益
と
イ
ン
ド
人
民
の
幸
福
は
対
立
す

る
も
の
で
は
な
く
、
会
社
支
配
の
存
続
だ
け
が
人
々
の
幸
福
を
確
実

に
す
る
も
の
と
信
じ
た
。
一
七
九
〇
年
に
は
家
族
の
健
康
の
た
め
帰

国
す
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
彼
は
帰
国
に
あ
た
り
総
督
コ
ー
ン
ウ
ォ

リ
ス
か
ら
ダ
ン
ダ
ス
へ
の
推
挙
を
得
て
い
る
。
小
ピ
ッ
ト
、
コ
ー
ン

ウ
ォ
リ
ス
、
ダ
ン
ダ
ス
の
支
援
を
受
け
た
彼
は
、
一
七
九
四
年
に
東

イ
ン
ド
会
社
の
役
員
に
選
出
さ
れ
た
。

　
以
上
、
ス
コ
ッ
ト
と
グ
ラ
ン
ト
と
い
う
二
人
の
イ
ン
ド
帰
国
後
に

会
社
役
員
と
な
る
ま
で
の
略
歴
を
み
た
が
、
両
者
と
も
出
自
は
高
く

な
く
、
若
く
し
て
イ
ン
ド
へ
渡
り
、
そ
れ
ぞ
れ
が
ボ
ン
ベ
イ
と
ベ
ン

ガ
ル
で
活
躍
し
た
。
ス
コ
ッ
ト
に
つ
い
て
在
イ
ン
ド
期
の
こ
と
は
さ

ほ
ど
詳
細
ま
で
わ
か
っ
て
い
な
い
の
だ
が
、「
ボ
ン
ベ
イ
の
真
の
支

配
者
の
一
人
」( one of ‘the real rulers’ of Bom

bay)

と
呼
ば

れ
る
ほ
ど
成
功
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
略
歴
中
に
も
述
べ
た
よ
う

に
、
ボ
ン
ベ
イ
軍
や
当
局
へ
の
資
金
援
助
も
行
っ
て
お
り
、
疑
い
な

く
彼
は
、
私
貿
易
商
人
と
し
て
渡
印
し
た
若
者
の
成
功
例
の
一
人
で

あ
ろ
う
。
グ
ラ
ン
ト
は
二
回
と
も
会
社
の
ポ
ス
ト
を
獲
得
し
て
渡
印

し
て
い
る
が
、
彼
の
幼
少
期
は
決
し
て
恵
ま
れ
た
も
の
で
は
な
か
っ

た
。
奉
公
先
フ
ォ
ー
サ
イ
ス
が
認
め
た
よ
う
に
、
彼
は
非
常
に
優
秀

で
将
来
を
嘱
望
さ
れ
る
有
能
な
若
者
で
あ
っ
た
だ
け
で
な
く
、
時
に

は
煙
た
が
ら
れ
る
ほ
ど
厳
格
に
仕
事
を
遂
行
し
、
周
囲
の
信
頼
を
得

て
い
た
。
コ
ー
ン
ウ
ォ
リ
ス
総
督
期
に
文
官
と
し
て
活
躍
し
た
グ
ラ

ン
ト
は
、コ
ー
ン
ウ
ォ
リ
ス
に
そ
の
業
績
を
認
め
ら
れ
信
頼
を
得
て
、

帰
国
後
も
コ
ー
ン
ウ
ォ
リ
ス
か
ら
は
も
ち
ろ
ん
、
小
ピ
ッ
ト
、
ダ
ン

ダ
ス
か
ら
の
支
援
を
受
け
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
イ
ン
ド
か

ら
帰
国
後
、
そ
の
資
産
を
も
と
に
下
院
議
員
と
な
っ
た
よ
う
な
例

は
、
他
の
ネ
イ
ボ
ッ
ブ
の
例
も
あ
り
彼
ら
に
限
っ
た
こ
と
で
は
な
い

の
で
、
両
者
が
下
院
議
員
と
な
っ
た
こ
と
に
関
し
て
、
小
ピ
ッ
ト
や

ダ
ン
ダ
ス
の
支
援
が
ど
れ
ほ
ど
影
響
し
た
の
か
は
別
の
検
証
が
必
要

か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
両
者
が
東
イ
ン
ド
会
社
に
お
い
て
役
員

と
な
っ
た
こ
と
、
さ
ら
に
役
員
会
内
部
で
影
響
力
を
増
し
総
裁
に
ま

で
な
っ
た
こ
と
に
関
し
て
は
、
彼
ら
の
支
援
の
影
響
力
は
ほ
と
ん
ど

疑
い
な
い
で
あ
ろ
う
。
と
く
に
グ
ラ
ン
ト
に
関
し
て
は
、
イ
ン
ド
総

督
就
任
前
か
ら
会
社
側
の
信
頼
を
有
し
て
い
た
コ
ー
ン
ウ
ォ
リ
ス
の

評
価
が
高
か
っ
た
こ
と
も
、
か
な
り
有
利
に
働
い
た
は
ず
で
あ
る
。

　
ス
コ
ッ
ト
や
グ
ラ
ン
ト
の
よ
う
に
有
能
で
イ
ン
ド
現
地
の
経
験
が

あ
り
、
帰
国
後
も
イ
ン
ド
現
地
と
の
情
報
網
を
保
持
し
て
い
た
人
物
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か
ら
の
情
報
提
供
は
、
新
設
さ
れ
た
ば
か
り
の
Ｂ
Ｏ
Ｃ
に
と
っ
て
非

常
に
重
要
で
あ
っ
た
。
東
イ
ン
ド
会
社
役
員
会
と
イ
ン
ド
問
題
の
実

質
的
支
配
権
を
争
っ
て
い
た
小
ピ
ッ
ト
や
ダ
ン
ダ
ス
に
と
っ
て
、
彼

ら
の
よ
う
な
人
物
を
介
し
て
会
社
内
部
と
つ
な
が
る
こ
と
、
さ
ら
に

は
彼
ら
が
役
員
と
な
り
役
員
会
内
部
と
も
つ
な
が
る
こ
と
は
、
Ｂ
Ｏ

Ｃ
が
会
社
へ
の
監
督
強
化
を
は
か
っ
て
い
く
た
め
に
不
可
欠
な
手
段

で
あ
っ
た
。

お
わ
り
に

　
イ
ギ
リ
ス
政
治
に
お
い
て
一
八
世
紀
後
半
か
ら
世
紀
末
に
か
け

て
、
そ
れ
ま
で
の
「
東
イ
ン
ド
会
社
問
題
」
は
、
よ
り
広
義
の
「
イ

ン
ド
問
題
」
へ
展
開
し
て
い
っ
た
。
小
ピ
ッ
ト
政
権
は
、
ピ
ッ
ト
の

イ
ン
ド
法
で
設
立
さ
れ
た
Ｂ
Ｏ
Ｃ
の
運
営
を
通
じ
て
、
イ
ン
ド
政
策

を
推
進
し
た
。
こ
の
小
ピ
ッ
ト
政
権
の
イ
ン
ド
政
策
は
、
既
存
研
究

に
よ
っ
て
、
後
に
Ｂ
Ｏ
Ｃ
長
官
に
な
る
ダ
ン
ダ
ス
が
独
裁
的
に
推
進

し
た
と
印
象
づ
け
ら
れ
て
き
た
。
こ
の
点
に
つ
い
て
本
稿
は
、
同
時

代
的
に
も
反
政
府
派
に
よ
っ
て
、
ダ
ン
ダ
ス
お
よ
び
Ｂ
Ｏ
Ｃ
が
イ
ン

ド
法
の
合
法
と
定
め
る
権
限
を
逸
脱
し
て
い
る
と
い
っ
た
批
判
が
な

さ
れ
、
議
会
内
外
で
イ
ン
ド
政
策
は
ダ
ン
ダ
ス
が
牛
耳
っ
て
い
る
と

い
っ
た
認
識
が
一
般
化
し
て
い
っ
た
こ
と
を
確
認
し
た
。
だ
が
、
こ

う
し
た
同
時
代
認
識
は
必
ず
し
も
イ
ン
ド
政
策
の
政
策
決
定
過
程
や

Ｂ
Ｏ
Ｃ
の
運
営
実
態
を
そ
の
ま
ま
反
映
し
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
。

　
本
稿
で
は
、
Ｂ
Ｏ
Ｃ
の
委
員
会
議
事
録
や
委
員
の
個
別
の
活
動
を

検
討
し
、
同
時
代
的
な
ダ
ン
ダ
ス
批
判
と
は
異
な
り
、
Ｂ
Ｏ
Ｃ
は
ダ

ン
ダ
ス
一
人
の
独
断
で
運
営
さ
れ
て
い
た
と
は
言
い
切
れ
な
い
こ
と

を
明
ら
か
に
し
た
。
ま
た
、
内
部
委
員
会
と
し
て
設
置
さ
れ
た
秘
密

委
員
会
ま
で
確
認
す
れ
ば
、
小
ピ
ッ
ト
の
イ
ン
ド
政
策
へ
の
参
与

は
、
既
存
研
究
が
い
う
ほ
ど
小
さ
く
は
な
か
っ
た
こ
と
も
明
ら
か
で

あ
る
。
さ
ら
に
、
ダ
ン
ダ
ス
以
外
の
Ｂ
Ｏ
Ｃ
委
員
の
活
動
も
け
っ
し

て
皆
無
で
は
な
か
っ
た
。
コ
ー
ン
ウ
ォ
リ
ス
の
イ
ン
ド
総
督
就
任
ま

で
の
過
程
を
、
コ
ー
ン
ウ
ォ
リ
ス
側
の
史
料
か
ら
確
認
に
し
た
場
合

は
、
従
来
い
わ
れ
る
よ
う
な
小
ピ
ッ
ト
や
ダ
ン
ダ
ス
の
意
向
は
確
認

で
き
ず
、
む
し
ろ
、
政
府
や
Ｂ
Ｏ
Ｃ
、
さ
ら
に
は
東
イ
ン
ド
会
社
役

員
会
の
要
望
と
し
て
コ
ー
ン
ウ
ォ
リ
ス
に
解
釈
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
こ

と
が
う
か
が
え
る
。
で
は
、
小
ピ
ッ
ト
政
権
の
イ
ン
ド
政
策
を
独
裁

的
に
お
こ
な
っ
た
と
い
わ
れ
た
ダ
ン
ダ
ス
は
、
イ
ン
ド
政
策
に
関
し

て
当
該
期
に
ど
の
よ
う
な
活
動
を
行
っ
て
い
た
の
か
。こ
の
こ
と
は
、

議
会
史
料
や
Ｂ
Ｏ
Ｃ
の
委
員
会
記
録
と
い
っ
た
よ
り
公
的
な
史
料
だ

け
を
検
討
し
て
い
て
も
確
認
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
な
ぜ
な
ら
彼

は
水
面
下
で
の
東
イ
ン
ド
会
社
と
の
関
係
調
整
に
尽
力
し
て
い
た
か

ら
で
あ
る
。
そ
の
ひ
と
つ
が
、
本
稿
で
み
て
き
た
よ
う
な
役
員
会
と

の
コ
ネ
ク
シ
ョ
ン
強
化
で
あ
る
。
後
に
東
イ
ン
ド
会
社
で
出
世
す
る

ス
コ
ッ
ト
や
グ
ラ
ン
ト
の
よ
う
な
人
物
と
の
個
人
的
コ
ネ
ク
シ
ョ
ン



－  47  －

史
苑
（
第
七
六
巻
第
一
号
）

の
強
化
は
、
ダ
ン
ダ
ス
自
身
が
長
官
に
就
任
す
る
以
前
か
ら
、
地
道

に
模
索
さ
れ
て
い
た
。
イ
ン
ド
帰
り
の
ス
コ
ッ
ト
や
グ
ラ
ン
ト
が
、

小
ピ
ッ
ト
や
ダ
ン
ダ
ス
、
コ
ー
ン
ウ
ォ
リ
ス
と
い
っ
た
イ
ギ
リ
ス
政

界
で
影
響
力
を
有
す
る
人
物
の
支
援
を
も
と
に
、
イ
ギ
リ
ス
社
会
で

上
昇
し
て
ゆ
く
こ
と
に
つ
い
て
は
、
小
ピ
ッ
ト
や
ダ
ン
ダ
ス
の
支
援

に
関
す
る
更
な
る
実
証
的
検
討
が
求
め
ら
れ
る
だ
ろ
う
。こ
の
点
は
、

今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

　
小
ピ
ッ
ト
政
権
初
期
に
お
け
る
、
こ
う
し
た
会
社
と
の
関
係
強
化

に
奔
走
す
る
ダ
ン
ダ
ス
の
活
動
の
背
景
に
は
、
従
来
の
単
純
化
し
た

説
明
よ
り
も
ず
っ
と
政
府
が
東
イ
ン
ド
会
社
へ
の
対
応
に
苦
慮
し
て

い
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、
既
存
研
究
は
ピ
ッ
ト
の
イ
ン

ド
法
成
立
を
も
っ
て
政
府
に
よ
る
東
イ
ン
ド
会
社
へ
の
監
督
強
化
を

説
明
す
る
が
、
実
際
に
は
イ
ン
ド
法
成
立
は
、
法
的
枠
組
み
と
い
う

土
台
を
築
い
た
に
す
ぎ
な
か
っ
た（
（7
（

。
小
ピ
ッ
ト
と
ダ
ン
ダ
ス
は
、
少

な
く
と
も
一
七
九
三
年
に
ダ
ン
ダ
ス
が
Ｂ
Ｏ
Ｃ
長
官
と
な
る
ま
で
の

過
程
で
、
水
面
下
で
の
会
社
と
の
関
係
調
整
に
つ
と
め
、
徐
々
に
イ

ン
ド
問
題
を
小
ピ
ッ
ト
政
権
の
イ
ン
ド
政
策
の
監
督
下
に
お
さ
め
て

ゆ
く
の
で
あ
る
。
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註（１
）
東
イ
ン
ド
会
社
史
の
概
観
に
つ
い
て
は
、Philip Law

son, The 
E

ast India C
om

pany: A H
istory  (1993); N

ick Robins, The 
C

orporation that C
hanged the W

orld: H
ow

 the E
ast India 

C
om

pany Shaped the M
odern M

ultinational  (2006)

。

（
２
）
拙
稿
「
ダ
ン
ダ
ス
の
イ
ン
ド
法
案
と
一
七
八
四
年
体
制
―
一
八
世

紀
イ
ギ
リ
ス
国
政
に
お
け
る
イ
ン
ド
問
題
―
」
東
北
学
院
大
学
オ
ー

プ
ン
・
リ
サ
ー
チ
・
セ
ン
タ
ー
『
ヨ
ー
ロ
ピ
ア
ン
・
グ
ロ
ー
バ
リ

ゼ
ー
シ
ョ
ン
と
諸
文
化
圏
の
変
容
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
報
告
書
Ｖ
』

（
二
〇
一
二
年
）。

（
３
）Pitt’s India Act, 1784, 24

G
eo. III, c. 25.

（
４
）
一
八
世
紀
イ
ギ
リ
ス
政
治
の
文
脈
で
東
イ
ン
ド
会
社
お
よ
び
イ
ン
ド

問
題
を
扱
っ
た
代
表
的
研
究
は
、C. H

. Philips, The E
ast India 

C
om

pany, 1784-1833 (M
anchester, 1961); L. S. Suther-

land, The E
ast India C

om
pany in E

ighteenth C
entury 

Politics  (O
xford, 1952)

。
そ
の
ほ
か
研
究
史
に
つ
い
て
、拙
稿
「
ダ

ン
ダ
ス
の
イ
ン
ド
法
案
」
参
照
。

（
５
）A

nthony W
ebster, The Tw

ilight of the E
ast India C

om
-

pany: The E
volution of Anglo-Asian C

om
m

erce and Poli-
tics 1790-1860  (W

oodbridge, 2009). 

（
６
）
Ｂ
Ｏ
Ｃ
に
つ
い
て
は
「
イ
ン
ド
庁
」
や
「
監
督
局
」
な
ど
い
く
つ

か
の
訳
語
が
あ
る
が
、
本
稿
で
は
語
弊
を
避
け
る
た
め
原
語
略
語
を

用
い
る
。
拙
稿
「
イ
ン
ド
総
督
コ
ー
ン
ウ
ォ
リ
ス
の
地
税
制
度
改
革

―
一
八
世
紀
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
『
イ
ン
ド
問
題
』
の
文
脈
か
ら
」『
史

論
』（
東
京
女
子
大
学
）
第
六
二
集
（
二
〇
〇
九
年
）、
注
23
参
照
。

（
７
）
ダ
ン
ダ
ス
の
略
歴
お
よ
び
彼
の
イ
ン
ド
法
案
の
詳
細
な
検
討
に
つ
い

は
、
拙
稿
「
ダ
ン
ダ
ス
の
イ
ン
ド
法
案
」。
な
お
、
ダ
ン
ダ
ス
は
東
方

貿
易
の
多
様
な
経
路
や
イ
ン
ド
問
題
に
関
す
る
彼
の
利
害
を
ス
コ
ッ

ト
ラ
ン
ド
問
題
に
お
け
る
彼
の
強
力
な
パ
ト
ロ
ネ
ジ
へ
結
び
つ
け
た

と
さ
れ
る
が
、
よ
り
実
証
的
に
検
討
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

（
８
）Philip Law

son, “Parliam
ent and the First E

ast India 
Inquiry, 1767,” Parliam

entary H
istory , 1

(1982), p.100; 
P. J. M

arshall, Problem
s of E

m
pire: B

ritain and India 
1757-1813  (1968), p.30.

（
９
）Law

son, “Parliam
ent and the First East India Inquiry,” 

p.99.

（
10
）Sutherland, p.148.

（
11
）
一
七
六
六
年
一
一
月
二
七
日
、
議
会
に
「
東
イ
ン
ド
会
社
の
状

態
を
調
査
す
る
た
め
の
委
員
会
」
の
設
置
を
求
め
る
動
議
が
提
出
さ

れ
、
一
二
九
対
七
六
で
可
決
し
同
委
員
会
が
設
置
さ
れ
た( Journals 

of the H
ouse of C

om
m

ons  

〔hereafter C
J

〕, XXXI, p.25)

。

し
か
し
、
調
査
そ
の
も
の
は
決
定
的
な
成
果
を
生
ん
で
い
な
い
こ
と
、

イ
ン
ド
利
害
に
関
し
て
決
定
的
な
打
撃
を
与
え
て
い
な
い
こ
と
な

ど
か
ら
調
査
委
員
会
の
不
成
功
は
否
め
な
い
。G

. K
. M

cG
ilvary, 

E
ast India Patronage and the B

ritish State: The Scottish 
E

lite and Politics in the E
ighteenth C

entury  (London &
 

N
ew

 York, 2008

）, p.26.
（
12
）Sutherland, p.147.

（
13
）
ネ
イ
ボ
ッ
ブ
に
つ
い
て
は
、T. W

. N
echtm

an, “N
abobs Re-

visited: A
 C

ultural H
istory of B

ritish Im
perialism

 and 
the Indian Q

uestion in Late-E
ighteenth-C

entury B
rit-

ain,” H
istory C

om
pass,  4(2006), pp.645-667

。
邦
語
で
は
、
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浅
田
實
『
イ
ギ
リ
ス
東
イ
ン
ド
会
社
と
イ
ン
ド
成
金
』（
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ

書
房
、
二
〇
〇
一
年
）。

（
14
）Joanna Innes, “Politics and M

orals: The R
eform

ation 
of M

anners M
ovem

ent in Late E
ighteenth-C

entury E
n-

gland”, in E
ckhart H

ellm
uth (ed.), The Transform

ation 
of Political C

ulture: E
ngland and G

erm
any in the Late 

E
ighteenth C

entury  (O
xford, 1990).

（
15
）
社
員
の
蓄
財
の
方
法
は
、
基
本
的
に
乏
し
い
給
料
を
補
う
私
貿
易

が
主
で
、
こ
れ
は
時
期
に
よ
っ
て
会
社
か
ら
規
制
さ
れ
た
。
こ
れ
ら

の
方
法
を
ひ
と
ま
と
め
に
「
不
正
」
と
す
る
の
は
厳
密
性
を
欠
く
か

も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
当
時
の
社
会
に
あ
っ
て
「
不
正
」
蓄
財
と

強
く
信
じ
ら
れ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
だ
ろ
う
し
、
本
稿
の
文
脈
で

は
こ
の
点
こ
そ
重
要
で
あ
る
。
社
員
の
給
料
や
蓄
財
に
つ
い
て
は
、P. 

J. M
arshall, E

ast India fortunes: The B
ritish in B

engal 
in the E

ighteenth C
entury (O

xford, 1976)
。

（
16
）Sutherland, pp.223-4. 

な
お
一
七
七
二
年
信
用
危
機
に
つ
い
て
は
、

H
. V

. B
ow

en, R
evenue and R

eform
: The Indian Problem

 
in B

ritish Politics 1757-1773  (Cam
bridge, 1991), pp.108-

32

。

（
17
）C

J,  XXXIII, 699, 703-4.

　
一
七
七
三
年
秘
密
委
員
会
に
つ
い

て
は
、N

ine Reports from
 the Secret Com

m
ittee on East 

India C
om

pany A
ffairs, 1772-3 in R

eports from
 C

om
-

m
ittee of the H

ouse of C
om

m
ons, 1715-1801,  IV

 (1803), 
pp.95-6

。

（
18
）N

orth’s Regulating Act, 1773, 13
G

eo. III, c. 63. 

（
19
）Loan Act, 1773, 13

G
eo. III, c.64.

（
20
）Tea A
ct, 1773, 13

G
eo. III, c.44.

（
21
） B

ow
en, R

evenue and R
eform

,  p.184.

こ
れ
ら
の
対
応
は

す
で
に
同
年
の
調
査
委
員
会
の
決
議
に
見
ら
れ
る(C

J,  XXXIV, 
p.786)

。

（
22
） Bow

en, R
evenue and R

eform
,  p.164.

（
23
） Nam

ier and Brooke, The H
ouse of C

om
m

ons 1754-1790,

〔hereafter H
ouse of C

om
m

ons

〕vol. II (1964) pp. 356-7.

（
24
） 

ダ
ン
ダ
ス
の
イ
ン
ド
法
案
お
よ
び
フ
ォ
ッ
ク
ス
の
イ
ン
ド
法
案
の

詳
細
は
、
拙
稿
「
ダ
ン
ダ
ス
の
イ
ン
ド
法
案
」。

（
25
） 

国
王
に
よ
る
イ
ン
ド
法
案
問
題
へ
の
介
入
と
い
う
著
名
な
エ
ピ
ソ

ー
ド
は
、
邦
語
で
は
次
に
言
及
さ
れ
て
い
る
。
今
井
宏
編
『
世
界
歴

史
大
系
）
イ
ギ
リ
ス
史
２
―
近
世
―
』（
山
川
出
版
社
、一
九
九
〇
年
）、

三
五
八
頁
。

（
26
） 

設
立
時
の
そ
れ
ぞ
れ
の
役
職
該
当
者
は
、
後
述
の
シ
ド
ニ
ー( Sec-

retary of State for H
om

e Affairs)

と
小
ピ
ッ
ト
で
あ
る
。

（
27
） 

そ
の
ほ
か
の
イ
ン
ド
法
の
骨
子
は
、M

arshall, Problem
s of 

E
m

pire,  pp.43-4, 46-50

。
邦
文
で
は
、
拙
稿
「
ダ
ン
ダ
ス
法
案
」; 

浜
渦
哲
雄
『
世
界
最
強
の
商
社
―
イ
ギ
リ
ス
東
イ
ン
ド
会
社
の
コ
ー

ポ
レ
ー
ト
ガ
バ
ナ
ン
ス
―
』（
日
本
経
済
評
論
社
、
二
〇
〇
一
年
）、

一
〇
七
‐
一
一
二
頁
。

（
28
） 

そ
の
最
も
代
表
的
な
例
はPhilips, pp. 34-5

で
あ
ろ
う
。
同
書

は
全
体
を
通
し
て
ダ
ン
ダ
ス
に
つ
い
て
同
様
の
印
象
を
与
え
る
記
述

と
な
っ
て
い
る
。

（
29
） 
注
28
の
例
と
異
な
り
、
よ
り
個
別
的
テ
ー
マ
（
例
え
ば
東
イ
ン
ド
貿

易
を
扱
っ
た
経
済
史
的
研
究
や
主
に
一
九
世
紀
以
降
の
帝
国
史
に
関

す
る
研
究
）
の
な
か
で
Ｂ
Ｏ
Ｃ
や
ダ
ン
ダ
ス
に
つ
い
て
触
れ
た
場
合
、
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小
ピ
ッ
ト
政
権
期
イ
ギ
リ
ス
の
イ
ン
ド
政
策
（
鹿
野
）

不
注
意
に
も
注
釈
な
く
言
及
が
行
わ
れ
る
。
例
え
ば
、
ピ
ッ
ト
の
イ

ン
ド
法
に
つ
い
て
の
記
述
で
「
長
官
ヘ
ン
リ
・
ダ
ン
ダ
ス
に
よ
っ
て

率
い
ら
れ
た
Ｂ
Ｏ
Ｃ
」〔Robert Travers, Ideology and E

m
-

pire in E
ighteenth-C

entury India: The B
ritish in B

engal 
(2007), p. 212

〕
と
か
、
一
七
八
六
年
の
コ
ー
ン
ウ
ォ
リ
ス
の
イ
ン

ド
総
督
の
権
限( pow

er)

に
つ
い
て
の
記
述
で
「
イ
ン
ド
政
策
に
た

い
し
最
も
重
要
な
支
配
力
を
有
し
た
、
強
力
な
大
臣
（
ヘ
ン
リ
・
ダ

ン
ダ
ス
）」〔ibid. ,  p. 213
〕
と
い
っ
た
よ
う
に
、
文
脈
上
ダ
ン
ダ
ス

の
強
大
な
権
限
が
イ
ン
ド
法
成
立
直
後
か
ら
確
立
し
て
い
た
よ
う
な

ミ
ス
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
な
記
述
が
散
見
さ
れ
る
。
時
に
「
一
七
八
四
年

か
ら
一
八
〇
一
年
に
長
官
と
し
て
ダ
ン
ダ
ス
が
…
」
と
い
う
記
述
も

み
ら
れ
る
〔H

. V. Bow
en, The B

usiness of the E
m

pire: The 
E

ast India C
om

pany and Im
perial B

ritain, 1756-1833  
(C

am
bridge, 2006), p.81

〕。

（
30
） 

フ
ィ
リ
ッ
プ
ス
が
著
作
に
付
し
た
Ｂ
Ｏ
Ｃ
長
官
リ
ス
ト
で
は

一
七
八
四
年
九
月
五
日
か
ら
一
八
〇
一
年
四
月
ま
で
の
長
官
を
ダ
ン

ダ
ス
と
し
て
い
る
。
同
著
作
全
体
を
通
し
た
ダ
ン
ダ
ス
に
つ
い
て
の

見
解
を
見
る
限
り
で
は
、
お
そ
ら
く
こ
の
リ
ス
ト
は
意
図
的
で
あ
ろ

う
。Philips, appendix III, p.338.

（
31
） 

シ
ド
ニ
ー
は
強
力
な
縁
故
を
有
す
る
タ
ウ
ン
ゼ
ン
ト
一
族
の
一
員

で
あ
り
、
第
二
次
ロ
ッ
キ
ン
ガ
ム
内
閣
で
陸
軍
卿( Secretary at 

W
ar)

、
続
く
シ
ェ
ル
バ
ー
ン
内
閣
で
内
務
大
臣( H

om
e Secre-

tary)

を
務
め
た
。
ノ
ー
ス
・
フ
ォ
ッ
ク
ス
連
立
政
権
で
の
空
白
を

挟
ん
で
、
一
七
八
四
年
一
二
月
か
ら
再
び
小
ピ
ッ
ト
内
閣
で
内
務
大

臣
に
任
命
さ
れ
、
八
九
年
六
月
ま
で
務
め
た
。
シ
ド
ニ
ー
に
つ
い
て

の
基
本
情
報
は
以
下
に
よ
る
。H

ouse of C
om

m
ons,  vol. III, pp. 

554-6; Ian K
. R

. A
rcher, “Thom

as Tow
nshend, first V

is-
count Sydney,” O

xford D
N

B
,  accessed 2014/5/13.

　
な
お
、

こ
れ
ら
の
典
拠
は
言
う
ま
で
も
な
く
、
議
員
や
イ
ギ
リ
ス
史
上
の
人

物
に
つ
い
て
基
本
情
報
を
確
認
す
る
際
に
最
初
に
見
る
べ
き
も
の
で

あ
る
が
、
ど
ち
ら
も
長
官
ど
こ
ろ
か
Ｂ
Ｏ
Ｃ
に
つ
い
て
の
経
歴
は
触

れ
て
い
な
い
。

（
32
） 

小
ピ
ッ
ト
の
従
兄
弟
で
あ
っ
た
グ
レ
ン
ヴ
ィ
ル
は
、
後
に
小
ピ
ッ

ト
死
後
の
後
継
首
相
（
一
八
〇
六
‐
七
）
と
し
て
活
躍
し
た
。
Ｂ
Ｏ

Ｃ
設
立
当
初
か
ら
委
員
を
務
め
、
長
官
に
も
な
っ
て
い
る
が
イ
ン

ド
政
策
へ
の
関
与
は
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
。
陸
軍
主
計
長
官

(Paym
aster of Forces, 1784-9)

、
内
相(H

om
e Secretary, 

1789-91)

、
外
相(Foreign Secretary, 1791-1801)

な
ど
の
役

職
を
務
め
て
、
各
役
職
の
立
場
か
ら
小
ピ
ッ
ト
政
権
の
イ
ン
ド
政
策

に
も
貢
献
し
て
い
る
。

（
33
） 

一
七
六
六
年
に
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
貴
族
と
し
て
父
親
が
創
設
し
た
マ

ル
グ
レ
イ
ヴ
男
爵
を
一
七
七
五
年
に
引
き
継
ぎ
、
一
七
九
〇
年
に
は

ブ
リ
テ
ン
貴
族
と
し
て
授
爵
し
た
。
海
軍
士
官
お
よ
び
議
員
と
し
て

活
躍
し
、
Ｂ
Ｏ
Ｃ
の
初
期
委
員
を
務
め
た
が
一
七
九
一
年
に
健
康
上

の
理
由
か
ら
辞
職
し
、
翌
年
に
は
死
去
し
た
。

（
34
） 

ウ
ォ
ル
シ
ン
ガ
ム
は
、
フ
ォ
ッ
ク
ス
の
イ
ン
ド
法
案
に
反
対
し
、

一
七
八
三
年
一
二
月
以
降
か
ら
小
ピ
ッ
ト
政
権
を
支
持
し
た
政
治

家
。
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
問
題
や
外
交
問
題
に
長
け
、
Ｂ
Ｏ
Ｃ
設
立
か
ら

一
七
九
一
年
ま
で
委
員
を
務
め
て
イ
ン
ド
政
策
に
貢
献
し
た
。

（
35
） 
イ
ン
ド
法
第
三
条
は
、
国
務
大
臣
が
長
官
な
い
し
委
員
長
を
務
め
、

彼
が
不
在
の
時
に
は
大
蔵
大
臣
が
、
さ
ら
に
彼
も
不
在
の
場
合
に

は
、
残
り
の
委
員
の
う
ち
最
も
古
参
の
者(the senior of the said 
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史
苑
（
第
七
六
巻
第
一
号
）

other com
m

issioners, according to his rank in seniority of 
appointm

ent)

が
代
役
と
な
る
こ
と
を
定
め
て
い
る
。
第
四
条
で
は
、

委
員
会
の
意
見
が
同
数
で
割
れ
た
場
合
、
長
官
が
決
定
権
を
持
つ
こ

と
を
規
定
し
た
。

（
36
） The W

ritings and Speeches of E
dm

und B
urke, vol. V

I 
(N

ew
 York, 2008), p.471.

（
37
） 

ヘ
ー
ス
テ
ィ
ン
グ
ズ
は
、
一
七
七
一
年
か
ら
ベ
ン
ガ
ル
知
事
、
七
三

年
か
ら
は
ベ
ン
ガ
ル
総
督
と
し
て
務
め
た
が
、
帰
国
後
の
八
八
年
に

イ
ン
ド
人
民
へ
の
過
酷
な
処
遇
な
ど
を
理
由
に
、
九
五
年
に
無
罪
と

な
る
ま
で
弾
劾
裁
判
に
か
け
ら
れ
た
。

（
38
） W

hitehall E
vening Post, London, Tuesday, O

ctober 19, 
1784.

（
39
） 

同
記
事
が
小
ピ
ッ
ト
の
消
極
的
な
発
言
に
あ
え
て
触
れ
て
い
る
の

は
、
議
論
の
中
心
が
イ
ン
ド
問
題
に
移
っ
た
と
き
当
初
、
反
対
派
シ

ェ
リ
ダ
ン
が
回
答
者
に
小
ピ
ッ
ト
を
指
名
し
て
お
り
、
議
論
の
展
開

の
な
か
で
次
第
に
中
心
的
回
答
者
が
ダ
ン
ダ
ス
に
な
っ
て
い
っ
た
様

を
描
写
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。W

orld and Fashionable Ad-
vertiser,  London, Tuesday, April 24, 1787. 

（
40
） 

フ
ィ
リ
ッ
プ
ス
は
、
一
七
八
七
年
ま
で
に
は
ダ
ン
ダ
ス
の
支
配

(ascendancy)

は
広
く
認
知
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
と
し
て
い

る
（
明
確
な
典
拠
は
明
示
さ
れ
て
い
な
い
）。Philips, p.35.

（
41
） 

両
委
員
会
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
イ
ン
ド
法
案
」。

（
42
） Sutherland, p.408.

（
43
） 

こ
れ
ら
は
あ
く
ま
で
下
院
発
言
に
み
ら
れ
る
表
現
で
あ
り
、
公
式

に
は
Ｂ
Ｏ
Ｃ
の
長
（
長
官
な
い
し
委
員
長
）
は
一
貫
し
てPresident

で
あ
る
。

（
44
） W

. C
obbett, Parliam

entary H
istory of E

ngland from
 

…
1066 to …

1803

〔hereafter Parliam
entary H

isotry

〕, 
XXV

II, (1806-20), p.206.

（
45
） 

こ
れ
ら
増
派
問
題
お
よ
び
イ
ン
ド
軍
統
合
問
題
と
い
う
の
は
、
イ

ギ
リ
ス
正
規
軍
を
イ
ン
ド
へ
増
派
す
る
に
あ
た
っ
て
生
じ
た
論
争
で

あ
る
。
詳
細
に
つ
い
て
は
別
稿
を
予
定
し
て
い
る
。

（
46
） Parliam

entary H
istory, XXVII, pp.132-5.

（
47
） Ibid., XXVII, pp.187-90.

（
48
） M

inutes of the Board of Control, IO
R/F/1/1-2. 

な
お
本
稿

で
は
便
宜
的
に
、
組
織
と
し
て
の
委
員
会
を
指
す
場
合
に
「
Ｂ
Ｏ
Ｃ
」

と
し
、
会
合
と
し
て
の
委
員
会
を
指
す
場
合
は
「
Ｂ
Ｏ
Ｃ
会
議
」
と

表
記
す
る
。

（
49
） IO

R/F/1/1, ff.1-3.

（
50
） 

注
35
参
照
。

（
51
） IO

R
/F/1/1.

　
な
お
、
フ
ィ
リ
ッ
プ
ス
は
八
五
年
の
会
議
数
を
五
九

回
、
ダ
ン
ダ
ス
が
委
員
長
を
務
め
た
回
数
を
四
九
回
と
し
て
い
る

が
、
議
事
録
で
は
、
第
三
三
回
の
会
議
録
が
な
く
、
三
月
四
日
の
第

三
二
回
と
三
月
一
八
日
の
第
三
四
回
の
間
に
実
際
に
会
議
が
開
か
れ

た
か
定
か
で
は
な
く
、
開
か
れ
た
場
合
の
出
席
者
お
よ
び
委
員
長
は

不
明
で
あ
る
。
会
議
録
の
史
料
の
フ
ォ
リ
オ
・
ナ
ン
バ
ー
は
第
三
二

回
と
第
三
四
回
の
記
録
は
通
し
と
な
っ
て
お
り
、
史
料
に
お
け
る
記

録
上
の
単
純
な
誤
り
で
あ
る
可
能
性
も
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
現
時

点
で
は
、
他
の
史
料
等
に
よ
っ
て
事
実
の
確
認
は
で
き
て
い
な
い
。

Philips, p.34n.

（
52
） John Ehrm

an, The Younger Pitt: the Years of Acclaim
 

(1969), p.195 and 195n. 

会
議
録
で
は
、
八
四
年
か
ら
八
六
年
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小
ピ
ッ
ト
政
権
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イ
ギ
リ
ス
の
イ
ン
ド
政
策
（
鹿
野
）

の
会
議
は
あ
わ
せ
て
一
二
〇
回
開
か
れ
て
お
り
、
一
二
〇
回
の
う
ち

一
七
回
の
出
席
が
確
認
で
き
る
。IO

R/F/1/1. 

（
53
） Philips, p.35.

（
54
） 

カ
ル
ナ
ー
タ
カ
（
カ
ー
ナ
テ
ィ
ッ
ク
）
太
守
の
こ
と
で
、
首
都
ア
ル

コ
ッ
ト
か
ら
イ
ギ
リ
ス
側
の
資
料
で
は
「
ア
ル
コ
ッ
ト
太
守
」
の
表

記
が
一
般
的
で
あ
る
。

（
55
） 

例
え
ばParliam

entary H
istory, XXIV, pp.1096, 1107

。

（
56
） Ibid.,  XXIV, p.1107.

（
57
） 

例
え
ばIO

R/F/1/1, pp.18, 19, 20-21

。

（
58
） 

な
お
こ
の
負
債
問
題
に
つ
い
て
は
、
多
く
の
部
分
が
い
ま
だ
に
曖
昧

な
ま
ま
残
さ
れ
て
い
る
。M

arshall, Problem
s of E

m
pire, p. 38.

（
59
） 

イ
ン
ド
総
督
に
関
す
る
包
括
的
研
究
は
、
邦
語
で
浜
渦
哲
雄
『
大

英
帝
国
イ
ン
ド
総
督
列
伝
』（
中
央
公
論
新
社
、一
九
九
九
年
）が
あ
る
。

（
60
） 

コ
ー
ン
ウ
ォ
リ
ス
の
略
歴
お
よ
び
イ
ン
ド
総
督
任
命
に
つ
い
て
は
、

拙
稿
「
イ
ン
ド
総
督
コ
ー
ン
ウ
ォ
リ
ス
」。

（
61
） 

例
え
ば
、
浜
渦
『
イ
ン
ド
総
督
列
伝
』、
六
四
頁
。

（
62
） Charles R

oss (ed.), C
orrespondence of C

harles, First 
M

arquis C
ornw

allis  (1959), i, pp.14, 179-80.

（
63
） 

コ
ー
ン
ウ
ォ
リ
ス
は
、
一
七
八
一
年
一
〇
月
の
ヨ
ー
ク
タ
ウ
ン
で

の
敗
戦
後
、
八
二
年
一
月
に
は
帰
国
し
て
い
る
が
、
八
三
年
九
月
の

戦
争
終
結
ま
で
は
仮
釈
放
の
身
で
あ
っ
た
。

（
64
） Ibid., i, p.148.

（
65
） Ibid., i, p.154.

（
66
） Ibid.,  i, pp.168-9. 

ま
た
同
手
紙
で
は
、
少
な
く
と
も
他
二
名
が

彼
は
イ
ン
ド
へ
行
く
べ
き
だ
と
い
っ
て
い
る
こ
と
を
聞
き
知
っ
て
い

る
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

（
67
） Ibid.,  i, pp.169-70. 

（
68
） Ibid.,  i, pp.172-3. 

ピ
ッ
ト
の
イ
ン
ド
法
案
は
八
月
一
三
日
に
通

過
し
て
い
る
。

（
69
） Ibid.,  i, pp.179-80.

（
70
） Ibid.,  i, pp.184-5.

（
71
） Secret M

inutes of the Board of C
ontrol, IO

R
/L/PS/2/1.

（
72
） Ibid. 

一
七
八
九
年
以
降
、
委
員
の
構
成
員
に
変
更
が
生
じ
る
た
め
、

こ
こ
で
は
八
八
年
ま
で
を
記
し
た
。

（
73
） 

本
文
中
で
幾
度
か
触
れ
て
き
た
下
院
で
問
題
化
し
た
一
七
八
七
年

か
ら
八
八
年
の
一
連
の
イ
ン
ド
関
連
議
事
は
、
Ｂ
Ｏ
Ｃ
の
指
示
に
対

し
て
役
員
会
が
承
認
し
た
件
を
、
株
主
総
会
が
結
果
的
に
覆
し
た
こ

と
に
端
を
発
し
た
。
こ
の
事
例
は
、
少
な
く
と
も
当
該
年
に
お
い
て

は
株
主
総
会
の
決
議
や
意
向
に
対
し
て
役
員
会
が
完
全
に
優
越
し
て

は
い
な
か
っ
た
こ
と
を
明
ら
か
と
し
た
。

（
74
） 

以
下
、ス
コ
ッ
ト
に
つ
い
て
の
基
本
的
情
報
は
、主
に
次
に
よ
る
。C. 

H
. Philips (ed.), The C

orrespondence of D
avid Scott: D

i-
rector and C

hairm
an of the E

ast India C
om

pany relating 
to Indian Affairs 1787-1805 (1951), Introduction.

（
75
） 

エ
ー
ジ
ェ
ン
シ
ー
・
ハ
ウ
ス
に
つ
い
て
は
、
確
立
し
た
定
義
は
な

い
よ
う
で
あ
る
が
、
一
八
・
一
九
世
紀
の
イ
ン
ド
各
地
で
活
動
し
た
欧

米
系
総
合
商
社
の
よ
う
な
も
の
と
理
解
さ
れ
る
。
原
語
と
し
て
一
八

世
紀
末
頃
はAgency H

ouses

よ
り
もH

ouses of Agency

と
い

う
表
記
が
使
用
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
邦
語
で
は
「
代
理
商
館
」

や
「
代
理
商
社
」
の
訳
語
が
充
て
ら
れ
た
こ
と
も
あ
る
が
、
ど
れ
も

訳
語
と
し
て
は
固
定
し
て
い
な
い
。
松
本
睦
樹
「
ベ
ン
ガ
ル
に
お
け

るAgency H
ouses

の
形
成 

―
イ
ギ
リ
ス
系
私
的
資
本
の
形
成
過
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史
苑
（
第
七
六
巻
第
一
号
）

程
と
東
イ
ン
ド
会
社
、
一
七
五
七
‐
一
八
〇
〇
年
」
同
志
社
大
学
経
済

学
会
『
経
済
学
論
叢
』
三
二
（
一
九
八
三
年
）、
一
五
六
‐
二
一
八
頁
。

（
76
）
以
下
、
グ
ラ
ン
ト
に
関
す
る
基
本
情
報
は
主
にA

.T. E
m

bree, 
C

harles G
rant and B

ritish R
ule in India (1962)

。

（
77
）
東
イ
ン
ド
会
社
研
究
か
ら
も
同
様
に
イ
ン
ド
法
制
定
か
ら

一
八
二
〇
年
頃
ま
で
会
社
の
勢
力
が
従
来
言
わ
れ
る
ほ
ど
衰
え
て
い
な

か
っ
た
と
す
る
主
張
も
あ
る
。Bow

en, The B
usiness of E

m
pire, 

pp.78-81.

（
本
学
大
学
院
文
学
研
究
科
史
学
専
攻
博
士
課
程
後
期
課
程
）
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小
ピ
ッ
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政
権
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（
鹿
野
）

The British Indian policy in the age of Pitt’s ministry: Henry 
Dundas’s influence, 1783-93

SHIKANO, Mie
  
　　This paper explores the British Indian policy in late 18th century 
Britain. In particular, it focuses on the Indian policy by Henry Dundas 
(1742-1811), a Scottish advocate and politician, and one of the most 
influential figures on Indian matters and the policy in Pitt’s ministry. 
Up to the point the British Indian problems (or Indian affairs) was 
not dealt with policies by British governments, for Governments in 
the eighteenth century treated the Indian problems as the East India 
Company’s affairs. As the century went by, the meaning of the Indian 
problems had changed. The Pitt’s India Act of 1784 established a new 
government department, the Board of Control (BOC). The BOC was 
authorized power to supervise all Indian matters that did not concern 
East India Company’s trade. The Act was to remain the legal basis of 
relations between the state and the Company until 1858.
　　Henry Dundas, who served on the BOC from 1784 to 1801, is known 
by historians of Britain or British Empire as influential politician on 
the Indian problems, and his policy has called ‘despotism.’ However, the 
story concerning Dundas’s strong influence on the Indian issues and 
its policy at that time seems not to have been well testified. This paper, 
therefore, investigates his Indian policy as a commissioner of the BOC 
till 1793, when he became the President of the BOC, to examine his 
influence on the Indian issues. Firstly, this paper provides an analysis 
that his business on Indian policy was recognized by contemporaries 
as a despotic figure in the BOC. Secondly, this paper describes how 
managed the Board, as it turned out the other commissioners of the 
BOC worked actively more than conventional studies have mentioned. 
It also proves that Dundas attempted to adjust relationship with the 
Company. 
　　A further research of this result will be provide more consideration 
about Indian problem in the age of Pitt’s ministry.
　


